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●催し物予 定表 ●

市民の祭典・松戸まつりが10 月5 日出 ・6日（日）の2日間にわたって開催されます。

今年は、おなじ みの「全国ふるさと観光物産展」やフリーマーケット、「ダンスマニ

ア」などに加え、クラシックカーフェスティバル、ART FESTIVAL in 松戸、アカペラ

選手権、キッステニス、青空碁会所など新しいイベントが多数開催されます。また、

今年は午前11 時から午後7 時までの開催となり、ふるさと物産展やバザール、イベン

ト広場などは午後7 時まで楽しむことができます。

皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

圖松戸まつり実行委員会事務局（松戸商工会議所内)  25364-3111

ドキドキ・ワクワクふれて楽しむ新世紀
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主な催し物 開催日 時　圜 会 場

全国ふるさと観光物産展 ５日(土)･６日臼 11:00-19:00 ⑥西ロデッキ下

バザール 5日出･６日(日) 11:00～19二00⑧西口公園他

こ ども 縁日 ・フラワーセ

ール☆
5日出･6 日脚 往00～19:00 ③ふれあい通り

クラシツクカーフェスティバル☆ 5日出･6 日日 11:00～19:00 ⑥1 ロデッ牛下地下駐車場

パソコンで遊ぼう☆ ５日倒･６ヨ(日) 11:00～18:00 ⑤文化ホール

ART 圧STIVALin 松戸☆ 5日出 16:00～凉00 ②イベント広場

祭り で戸定「ち よつと見
ツアー」

ら日出 11:00～16:00
⑨矢切の渡し～野菊の墓

～戸定邸

ベジタブル・ガーデン 5日倒 几00～16:00 ④ｲ伊勢丹前プラザ広場

水上バス「寅さんに会い

にいこう 冂
6日(日) 11:15ﾘ3:15 ①水上パス乗り場

ダンスマニア2002 6日臼 13:30～16:30 ④伊勢丹前プラザ広場

MY プ リ マ21( ⑥ ア カ ペ ラ

選 手 権 ☆ ・キ ッ ステ ニ ス

☆ ・青空碁会所 ☆ ・ワール

ドバ ザール 一子 供の広場 ・

ち び つこ 相 撲 ☆ ⑩ ⑥ ら く

らくフ リーマーケヽｿﾄ 籌)

6日臼

10:00 ～15:30

(キッステニス＝

9:00 ～!o:30 ・

14:00 ～15:30 、

アカペラ選手権＝

12:30～15:30)

⑥中央公園面相模台小学

校⑩第一中学校

● ☆印 は 、新し い イベン ト で す。

● 丸 の中 の数 字は 、開 催場 所 （左 地図 参照） で す。

● 催し 物は､ 変更になる場 合があり ます。時間は多少 ずれるこ とがあります。

日時10 月４日㈲～6 日(日)午前10 時～午後6 時　会場伊勢丹松戸店9

階アートスポットまつど 内容①食品の表示－チェック・ちえっ

く・確認！一②菜の花エコプロジェクト③生活と海の深～い関係④

リターナブルびんは地球にやさしい⑤飲み水をトイレに使っていい

の？⑤松葉で測るダイオキシン⑦消費生活センターコーナー③計量

コーナー⑨企業コーナー⑩抽選会

固消費生活課容366-｢7329

犬 4日銜 5日 倒 6日日

午前11時～11時30

分

食の表示一 見方・

読み方＆クイズ

紙芝居｢リサちゃん

とリタちゃん｣

ダイ オキシンクイ

ズ

午前11 時45 分～ 午

後O時45 分
ごはんアラカルト ごはんアラカルト ごはんアラカルト

午後1時～1時30 分 換気扇の洗い方
食の表示一 見方・

読み方＆クイズ

雨水タン クの作り

方

午後1時40 分～2時

10分

紙芝居｢リサち やん

とリタちやん｣
換気扇の洗い方

食の 表示一見方 ・

読み方＆クイズ

午後2時20 分～2聘

50 分

雨水タンク の作り

方

ダイ オキシン クイ

ズ
換気扇の洗い方

午後3時～3時30 分
ダ イ オキシン クイ

ズ

雨水タン クの作り

方

紙芝居｢リサちやん

とリタち やん]

午後3時40分～4時10 分 ビデオ放映 ビデオ放映 ビデオ放映
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人口　470,453人 ［＋　258］

男236,836 人 ［＋　118］

女233,617 人 ［+ 140 ］

世帯189,017 世帯［＋　200］

新しいまつど国際文化大使 がスタート②

支 援 費 制 度 の 事 前 申 請 受 け 付 け ③

10 月 は 都 市 緑 化 月 間　　　　 ④

健 康 松 戸21　　　　　　　　 ⑤

情 報 チ ャ ン ネ ル　　　　　 ⑥ ⑦

※平成12 年国勢調査の確定値を基準とし

て集計し た常住人口です。

すこやかな地球　私たちの手で

会
場
案
内
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と
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規
制

10/5(土

)

10/6(日)

戸 ま

午前１１時～午後７時

主な内容

第２９回松戸市消費生活展
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専修大学松戸高校

ブラスバンド⑩

ハワイアン

ダンス忿

-
フ ラ ダ ン ス ⑩

民謡踊り⑩

オープニング②

市内小・中・高

生による音楽パ

レード②東囗オープ
ニング㈲

阿波おどり②

千葉県警察
音楽隊②

フ ラ メ ン コ ⑩

歌謡ショー⑩

ART FESTIVAL
ｉｎ松戸②☆

和太鼓⑩

歌 とバンド 演

奏 ㈲

太鼓 演奏 ・

民 踊 ②

第一中学校

ブラスバンド㈲

民踊パレ ード②

車い す社交

ダンス②素人のど自慢

決勝大会⑩

インラインスケート

ストリートパフォーマンス面

よさこい 鳴子おどり②

河のや　かっぽ れ②｜

スクエアダンス②☆| 歌謡ショー⑩

和太鼓⑩

聖 徳 大学 レデ ィ

ース ウ インド オ

ーケ スト ラ㈲

サンバパレ

－ド⑦☆
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※
）

｢稔台地区｣福祉のまち・市民プラン提言委員会

3 月から稔台地区で、福祉のまち・市民プラン

提言委員会が活動しています。

この委員会は、公募で集まった10 人の市民がボ

ランティアにより、みすがら事務局をつとめる自

治方式で、1年をめどに稔台の福祉のまち・市民

プランを作り 、市に提言していただくものです。

このたび、この委員会が活動を紹介したホーム

ページを開設しました。ホームページには 、ﾜ月

20 日に委員会で訪問した世田谷のまちづ＜リの見　 世田谷の工夫された縁石を見学する委員

学会の報告や、9月に行われるアンケート調査など委員会の活動が掲載されています。

ぜひ、ご覧ください。

U R L http:// ｗｗｗ58.tok2. ｃｏｍ/home/minoridai/

※市のホームページでも紹介し ています。

膃健康福祉本部企画管理室.O366-7350
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ご みを減らすための3つのＲ力ヽら始まるキーワード

をご存じですか？

ごみを出さない（リデュース）、繰り返

し使う（リユース）、再生利用する（リ

サイクル）ことです。市では 、３Ｒの推

進に取り組んでいます。皆さん一人ひ

とりが3つのＲを実行することが、ごみ

の減量につながっていきます。
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クルを行っています。携帯電話、ヘッドホンステレオ

などに使われている充電式電池は貴重な資源を含んで

いるため 、電池メーカーに回収・リサイクルが義務付

充電式聡 也のリ

サイクルマーク

けられています。充電式電池は乾電池

と別にして、ごみとして出さずに、電

器店などにある「充電式電池リサイク

ルＢＯＸ」に入れてください。

ご協力をお願いします。

団環境計画課管理係R366 ―ﾜ331
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使
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氏　　名 出　　身 懲り 分　　 野

范　暁耘（ハン　ショウユン） 中国 女 生活文化習慣 一家庭料理

徐　宏（ジョ　コウ） 中国 女 生活文化習 濱・家庭料理

王　強（オウ　半ョウ） 中国 男 生活文化習慣・民族楽器「京胡」演奏

リング 劉（リュウ） 中国(香港) 女 生活文化習慣・食文化

張　光浩（チョウ　コウコウ） 中国 女 生活文化習慣・漢方食事療法 一朗読

頼　玉龍（ライ　ハスロー） 中国内モンゴル自治区 男 生活文化習慣・民族楽器「馬頭琴」演奏

関　晴美（クワン　チンメイ） 中国 女 生活文化習慣・家庭料理・子どもの遊び

宋 如芳（ソン　ルフアン） 中国（台湾） 女 生活文化習慣・日本文化の魅力・家庭料理

曹　毅（ソウ　イ） 中国 女 生活文化習慣・民族舞踊

崔　文偏（チェ　ムンヒ） 韓国 女 生活文化習慣・家庭料理

金　安羅（十ム　アンナ） 韓国 女 生活文化習慣・家庭料理

G. K. PA 丁目RANA  (ジー　ケー　パティラナ）スリランカ 男 生活文化習 貫・ボランティア経験

HANDARTO  (ハンダルト） インドネシア 男 生活文化習慣・民族楽器「アンクルン」演奏

ひW WIN MAUNG （ソウ　ウィン　モン） ミャンマー（ビルマ） 男 生活文化習慣の比較

NGUYEN THI PHUGIA( ｸﾞｴﾝ ．ティ　フー ヤー)ベトナム 女 生活文化習慣・家庭料理

[30NAIしDO にP 日IERSON (ドナルド マツクフィルソ罔 パナマ 男 生活文化習慣

STEPHEN KENDALL （スティーブン ケンド宀ﾚ ）アメリカ 男 生活文化習慣

KATHERINE PHAM DO ( キャサリン ファン　ドウ)オーストラリア 女 生活文化習慣・家庭料理

1NNA ARJANOVIC 凵(イナ　アルジャノビツチ) ラトビア 女 生活文化習慣 一家庭料理

敦賀（ツルガ） カルメン ペルー 女 生活文化習慣・家庭料理
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月
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②
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ル

が
必
要
で

す
。
血
圧
の
管
理
で

大
切

な
こ

と
は
、
血
圧
を
上
げ

る
要

因
を
排
除
す
る
こ
と
で
す
。

高
血
圧

の
発
症
に
は
、
な
り
や

す

い
体
質

と
発

症
し

増
悪
さ
せ

る
「
環

境
因
子
」
が
あ
り
ま
す
。

環
境
因
子

に
は
、
塩
分
の
と
り

過

ぎ
、
肥
満

、
ス
ト
レ
ス
、
運

動
不
足
な

ど
が
あ
り

ま
す

。

日

常
生
活

の
中
で
環
境
因
子

を
取
り

除
け

ば
、
血
圧
を
上
手

に
管
理
し

て

い
く
こ
と

が
で
き

ま
す

。
ま

た
、
降
圧
剤
の
内
服

が
必
要

な
場
合

で
も
、
生
活
習

慣
を
是
正

す
る
努
力

を
怠

っ
て

は
、

十
分

な
血
圧
の
コ

ン
ト

ロ

ー
ル
は
で
き
ま
せ

ん
。

そ

の

他

の
危

険
因

子

高
脂
血

症
も
動
脈
硬
化

の
原

因
疾
患

で
す
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
は
特

殊
な
タ
ン

パ
ク
質
と
結

合
し
粒
子

と
な
っ
て
血
液
中
を

運

ば
れ
ま

す
。
こ
の
粒
子

の
主

な
も

の
に
Ｌ

Ｄ
Ｌ

（
低
比
重
リ

ポ
蓼
猷
＝
悪
玉

）
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
高

比
重
リ

ポ
蛋
白

＝
善
玉
）

が
あ

り
ま
す

。

Ｌ
Ｄ
Ｌ

は
血
管
壁
に
取
り
込

ま

れ
、
動

脈
硬

化
を
引
き
起
こ

し
ま
す

。
Ｈ

Ｄ
Ｌ
は
血
管

壁
か

ら
余
分

な
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を

取
り

除
ぐ

働
き
を
し

ま
す

。
Ｌ

Ｄ
Ｌ

が
多

す
ぎ
た
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

が
少

な
す

ぎ
る
と
動
脈
硬
化

が

促
進

さ
れ
ま
す
。
中
性
脂
肪
も

タ
ン
パ
ク
質

と
結
合
し
、
血
液

中
を

運
ば
れ
ま
す
が
、
血
中

の

中
性
脂
肪

が
増
え

る
と
、
小

さ

い
粒
子
（
超
悪
玉

）
を
産
出
し
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ

よ
り

も
血
管
壁
に
入
り

込

み

や

す

く

、
動

脈
硬

化

を

促

進

し

ま

す

。

血

液

中

の

コ
レ

ス

テ

ロ

ー
ル

や

中

性

脂

肪

の
増

加

に

も

食

習

慣

や
体

質

が
深

ぐ

か

か

わ

っ
て

い
ま

す

。
体

質

に

も

よ

り

ま

す

が
、

肉

の
脂

身

や

鶏
卵

な

ど

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

の

多

い
食

品

を

と

り

過

ぎ

る

と

、

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

が
高

く

な
り

ま

す

。

糖

分

や

ア

ル

コ

ー

ル

の

と
Ｉ

過

ぎ

も

よ

く

あ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

運

動

は

中

性

脂

肪

を

分

解

し

、

Ｈ

Ｄ

Ｌ

を

増

や
し

ま

す

が

、

運

動

不

足

は
肥

満

に

つ
な

が
匯
手
子

人。

女

性

ホ
ル

モ

ン

は

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル
を

下

げ

る
働

き

が
あ
り

、

閉

経

後

の
女

性

で

は

リ

ス

ク

が

高

く

な

り

ま

す

。

喫

煙

は

Ｈ

Ｄ

Ｌ

を

低

下

さ
せ

、

糖

尿

病

で

は

肝

臓

で

の
コ

レ

ス

テ

ロ

ー
ル

や

中

性

脂

肪

の

合
成

が
促

進

さ

れ

ま

す

。

こ

の

他

、

心

筋

梗

塞

、

脳

梗

塞

、
脳

出

血

、
高

脂

血

症

、

糖

尿

病

な
ど

の
遺

伝

的

素

因

が

あ

る
人

は
特

に
注

意

が
必

要

で

す

。

動

脈

硬

化

を

防

ぐ

に

は

動

脈

硬

化

や

そ

の

合

併

症

は

、

治

療

よ

り

も

予

防

が
大

切

で

す

。
合

併

症

が
現

れ
る

前

に

、

で

き

る
限

り

勝

胝
硬

化

の
進

展

を

防

ぎ
ま

し

ょ
う

。

健

康
診

断

な

ど

を
利

用

し

て

、

日

ご
ろ

か
ら

自

分

の

健

康

状

態

を

把

握

し

て

お
く

こ

と

が
大

切

で

す

。

健

康

診
断

で

異

常

が

あ

れ

ば
、
必

ず

医

師

の

診

察

の
上

、

生

活

習

慣

の

指

導

や

治

療

を

受

け

ま

し

ょ
う

。
健

康

診

断

の

結

果

を

活

用

し

て

、

生

活

習

慣

を

見

直

す

こ

と

が
大

切

で

す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

～安全運転若葉のころから

紅葉まで～

秋の行楽期は、レジャー等で

交通量の増加が見込まれます。

気のゆるみ等により誘発される

事故を防ぐため、交通ルールの

順守と正しい交通マナーの実践

を習慣付け、交通事故防止の徹

底を図りましょう。

重点目標

１、高齢者の交

通事故防止

２、飲酒運転の

追放

３、シ ートベルトとチャイルド

シートの着用の徹底

固松戸警察署S369-0110 、

松戸東警察署公349-0110

10月は3Ｒ(リデュース・リユース・リサイクル）推進

月間

新
設
市
営
住
宅
入
居

者
を
募
集

ホームページを開設

②
切
手
を
張

っ
た
所

定
の
（

ガ
キ

③
印

鑑

①

世
帯

全

員

の

住
民

票

（
本

籍

・
世
帯

主

・
続
柄

が
記

載

さ
れ
て

い
る
、
平

成
1
4年

９
月
２

囗
以
降
に
証
咀
を
受

け
た
も
の
）

※
申
し
込

み
案

内

・
申
請

書

は
、

９
月
3
0日
丱
ま
で

、
市

役
所
公

園
緑
地
課

・
各
支

所

・
白
井
聖

地
公

園
管
理
事
務
所

・
白
井
市

役

所
で
配
布
し
て

い
ま
す

。

※
申
し
込

み
は
一
世
帯
一
区
画
に

限
り
ま
す

。
重

複
し

て
申
し
込

ん
だ
場
合
は
す
べ
て
無
効

で
す
。

【
抽
選
一
（
公

開
）

1
0月
９
日

水

午
前
1
0時
か
ら

会
場
松
戸
市

役
所
議
会
棟
三
階
特

別

青

貝
会

室
　

定
員
当
日
先
着
五

十
人

ごみの減量にご協力を
9月30日(月)までは

秋の交通安全運動

外
国
人
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
ト



支援費制度の利用にむけて事前申請受け付けを開始！

平成15 年4 月１日から、障害福祉の制度が「措置制度」から「支援費制度」に変わります。

それに伴い 、次の要件に該当するサービスを利用希望する人について、10 月１日脚から支援

費支給申請の受け付けを開始します。

①現在、対象となる居宅生活支援のサービス（ホームヘルプサービス・デイサービス・ショー

トステイ・知的障害者グループホーム）を利用している人で、平成15 年4 月１日以降もサービス

を利用する人

②対象となる居宅生活支援のサービス（ホームヘルプサービス・デイサービス・ショートステ

イ・知的障害者グループホーム）を平成15 年4月１日から新規に利用したい人

③対象となる施設訓練等支援のサービス（障害者施設通所・入所に関するサービス）を平成15

年4月１日から新規に利用したい人

なお、①の対象者については、申請書等を9月末までに郵送します。

また、現在、各養護学校の高等部3 年生に在学中で市内に住んでいる人は、学校と相談をし

て、12 月末までに聴き取り調査と同時に申請受付を行います。

川井敏久

市長室・発
N0.95

「
2
1
世
紀
ど
う
選
ん
で
い
く
、
私
の
生
き
方
・
歩
み

方
、
そ
し
て
子
育
て
」
ｌ
も
う
」
人
の
『
私
』
発
見
―

「

女

性

の

自

立

と

子

育

て

」

を

テ

ー
マ

と

し

た

講

座

も

前

半

が

終
了

し

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

参

加

し

た

皆

さ

ん

か

ら

は

「

自

分

に

も
何

か

で

き

そ

う

な

元

気

を

も

ら

っ

た

」
、

「
同

じ
悩

み
を

抱

え
た
人

の

話

に

勇

気

づ

け

ら

れ

た

」

な

ど

の

感

想

を

い
た

だ

い
て

い
ま

す

。

ぜ

ひ

、

あ

な

た

も

こ

の

講

座

に

参

加

し

て

自

分

の

生

き

方

を

見

つ

め

直

す

き

っ

か

け

に
し
て

み
ま

せ
ん

か

。

子

育
て
真
っ
最
中

の
若

い
母

親
た

ち
が
、
密
室
育
児

か
ら

の

「
抜
け
出
し
願

望
」
を
形
に
し

て

スマ イル＆ハ ート

９
月

以

降
、

来
庁

さ
れ
た
方

の
中

に
は

、
お
気

づ
き

の
方

も

い
ら
っ
し

ゃ
る

か
と
思

い
ま
す

が
、
職
員

の
着
け

て

い
る
名
札

を

一
回
り
大

き
な

も

の
と

し
、

所
属

も
分

か
る

よ
う

に
し

ま
し

た

。
こ

れ
は
、「
庁

内
刷

新

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
」

の
提
言

を
受

け
、

実
行

す

る
市

役
所

刷
新

の
第

一

提
言
奎
一
を
受

け
取

る
市
長

弾

で
す

。

私

は
、
６

月

の
市
長
選

挙
で

市
民
の
皆
さ
ん
と
接
す

る
中

で
、

昨
年

度
発

覚
し

た
一
連

の
不
祥

事

に
よ
り

、
市
役

所
に
対

す

る

信

頼
が
大

き
く
揺

ら

い
で

い
る

こ

と
を

あ
ら
た

め
て
感

じ
ま
し

た

。
そ
こ

で
、
三
選

後
す

ぐ
に
、

庁
内

の
若
手

・
中

堅
職
員

十
二

名

に
よ
り

「
庁

囚
‥
刷
新

プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
」

を
組

織
し
、

職
員

一

丸

と
な

っ
た
庁
内

の
刷

新

・
正

常
化

を
図

る
た

め
の
検
討

を
命

じ

ま
し

た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

メ
ン

バ
ー
は
、

私

の
意
を

よ
く
受

け
止

め
、
二

ヵ
月

と

い
う

短

い
期
間

で

「
提

言

書

［
市

長
へ

の
提
言

―
踏
み

出
そ
う

、刷

新

の
第
一
歩

を
］

」

を

ま
と

め
ま
し
た

。

こ

の
提

言
書

は
、
冒
頭

の
名

し

ま

い
ま

し

た

。
Ｎ

Ｐ
Ｏ

つ
て

ナ

ニ

？
・
そ

の
企

画

や

運

営

っ

て

難

し

い

の
？

ち

ょ

っ

と
先

を

歩

い
た
（

ツ

ラ

ツ
女

性

た

ち

か

ら

そ

の
ノ

ウ
（

ウ

を

学

ん

で

、

地

域

活

動

の
楽

し

さ

を

あ

な

た

も

昧

わ

っ
て

み

ま

せ

ん

か

。

1
0月

３

日

米

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

講

師
Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

び

１

の

び
１

の
副

代

表

・
原

美

紀

氏

定

員

先

着

五

十

人

費

用

無

料
圃
電

話
で

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
4

・
8
7
7
8

へ

※
一

歳

十

ヵ

月

以

上

保

育

あ
り

（
要

予

約

、お

や

つ
代

二

百

円

）

※
講

演

内

容

は

聖

徳

大

学

が
収

録

し

、

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

Ｓ

Ｏ
Ａ

で
公

開

し

ま

す

。

Ｕ
Ｒ

Ｌ

ｈ
ｔ
ｔｐ
:／
／
w
w
w
.ｃ
ｌｉｃ
ｋ
２
１ｅ
ａ
ｒ
ｎ
.

ｃ
ｏ
.ｊｐ
／ｓ
ｏ
ａ
／

札

の
よ
う

に
す
ぐ

に
実
行

で
き

る
も
の

か
ら
、
人

事
制

度
の
改

革

な
ど
慎

重
に
検

討
を
要

す

る

も
の
ま

で
、
三
十
項

目

の
提
言

か
ら
構
成

さ
れ

て

い
ま

す
。
私

は

メ
ン

バ
ー
に

、
で
き

る
も

の

は

す
ぐ
に

、
時
間

を
要

す
る

も

の
も
必

ず
実
行
す

る
と

約
束
し

ま
し

た

。
こ

の
約

束
を

果
た
す

た
め
、
提

言
を

具
体
的

に
実
行

す

る
た

め
の
計
画

を
、

来
月

１

日

を
め

ど
に
策
定

し
ま
す

。

ま
た

、
今
月

２
日
に

は
、
全

職

員
に
向

け
て
市

役
所

刷
新

へ

の
私
の
決

意
を
伝
え

る

た
め
、

「
お
は
よ
う

メ
ッ
セ

ー
ジ
」
を
庁

内

放
送
し

ま
し

た
。

こ

の

メ
ッ
セ
Ｌ

ン
で
、「
ス

マ

イ

ル
＆
「

Ｉ
ト
」

運
動

に
よ

る

職

員

の
意
識
改

革
を
提

唱
し

ま

し

た

。
い
つ
も
心

の
中

に
笑

顔

身近な環境問題として、地域生態系（植物、昆虫・動物、微生物）をとおし 、地球規模での

環境問題を考える講座です。皆さんと一緒に考えてみませんか。

を
も

っ
て
人
と
接
す

る
こ
と

が
、

コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
第

一

歩

で
あ
り

、
人
と

の
信

頼
を
築

く

た
め
に
不
可

欠

な
こ
と

と

の

信

念
で
、
こ

れ
ま

で
も
市

政
運

営

に
あ
た

っ
て
き

ま
し
た

。

「
幸
せ

な
社
員

が
幸
せ

な
顧

客

を
つ
く

る
」
と

い
う
言

葉

が

あ
り

ま
す

。
職
員

が
笑

顔
で
な

け

れ
ば
、
市

民
に
信

頼
さ

れ
、

頼
り

が

い
の
あ

る
市
役
所

は
構

築

で
き
ま
せ

ん

。

「
ス

マ
イ
ル
＆
「

Ｉ

ト
」
を

モ

ッ
ト

ー
に
、
市

長
と
し

て
私

か
先
頭
に

立
ち
職

員

一
丸

と

な

り

、
市
民

の
皆

さ
ん
に

「
松
戸

市

役
所
は

変
わ

っ
た
な
≒

松
戸

市

役
所
は

良
く

な
っ
た

な
」
と

一
日

も
早

く
実

感
し
て

い
た

だ

け

る
よ
う

、
笑

顔
で
刷

新
に
取

り

組
ん
で

ま

い
り

ま
す

。

回 期　日 内　容 講　師（千葉大学教員）

1回 10/190う地域資源循環システムの構築と微生物コミュニケーション 篠山浩文氏（微生物工学）

2回 10/260) 市民による環境計画 小林達明氏（緑地植物学）

3回 11/ 9(づ 環境の変化と昆虫・動物相の変遷について 野村昌史氏（応用動物昆虫学）

4回 11/16C 土)地球環境変化と人間の生活～縄文時代を例として 百原新氏（緑地生態学）

時間午前10 時～正午　会場千葉大学園芸学部松戸牛ヤンパスD棟112 教室　対象市内在住

在勤・在学の人　定員先着50 人　費用無料

圃電話で公民館昔368-12 鍋へ

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し てい ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

F  A  X  366 ―2301

メ ー ル ア ドレ ス

ｍy ｏr.ｍａtｓしjdo@intership.ne.jp

(8月末現在の受{琶件数}ファクス815f牛､メール953件

江
戸
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岸
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「
第
二

回
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戸
川
左

岸
圏
域

・

流
域
懇
談
会
」

を
９
月

２
日
に
開

催
し
ま
し

た
。
そ
の
資
料
と
議
事

要
旨
を
公

開
し
て

い
ま
す
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林間学園施設を一般開放します
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県

都

市

河

川

課

竺
ｍ

・
2
2
3・
3
1
5
6

市の林間学園施設（白樺

高原荘）を開放します。社会

教育活動やレクリエーショ

ンなどにご利用ください。

交 通
車 … 上 信 越 自 動 車 道 佐 久 イ ン タ ー か ら 約1 時

間 。 中 央 自 動 車 道 諏 訪 イ ン タ ー か ら 約45 分

宿泊費（一泊）

大 人 （高 校 生 以 上 ）　　800 円

子 ど も （ﾉ」卜 中 学 生 ）　400 円

※市外居住者は、いずれも2倍

暖 房 費

凵 ○月 ～15 年4 月 〕
１人　200 円

利用期圉 9月28 日比～平成旧年5 月５日(㈲

休園日
月 曜 日( 祝 日 等 と 重 な る 場 合 は そ の 翌 々 日) ・

12 月31 日(火)～ 巧 年1 月３日面

食　事 外 食 の み

※宿泊・暖房費には消費税相当額が加］算されます。

圃利用日の1ヵ月前から1週間前の間に、直接教育委員会学務課

（京葉ガス「 松戸ビル4階､Q366 ―ﾜ45ﾜ」へ

新松戸駅西口駅前広場改良工

事は 、今年が最終事業年度で、

現在、歩道の舗装工事を進めて

います。この工事は11 月ごろま

でに完了し 、その後、広場中央

に送迎用停車スペースの整備と

広場の所要個所に樹木の植栽工

事等へと着手していきます。

改良工事は、安全を第一に今

年12 月末の完成を目指していま

す。その間、駅や広場を利用す

る皆さんには大変ご不便をおか

けすることになりますが、ご理

解とご協力をお願いします。

圈道路維持課R366ﾜ358
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格
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私
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に
つ
な
が
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た
レ
若
い
母
親

だ
か
ら
で
き
た
、
新
し
い
第
一

歩
卜

基準該当居宅支援事業者の認定説明会について

障害者の福祉制度が措置制度から支援費制度へ

新松戸駅西口駅前広

場改良工事

二
〇
〇
三
年
版
「
県
民
手
帳
」
の予

約
を
受
け
付
け
ま
す

指定居宅支援事業者として指定を受けるべき要件のうち、法人格でない等 、一部の要件を満

たしていない居宅支援事業者で一定の水準を満たすサービスを提供できる事業者を「基準該当

居宅支援事業者」としています。その認定は市が行い、市に登録（もしくは契約）することに

なります。その説明会を次のとおリ実施し ます。基準該当居宅支援のサービス提供を予定して

いる事業者は参力［］してください。

日時11 月８日㈲午後1時30 分～3時30 分　会場市役所議会棟3階第1・2特別委員会室

圖障害福祉課S366-ﾜ348

松
戸
市
＆
聖
徳
大
学
共
同
開
催
講
座
〔
六
回
シ
リ
ー
ズ
〕

｢地域生態学入門～地域から地球環境を考える｣

千葉大学園芸学部・市教育委員会共催　公民館市民大学講座



街路樹はこんな働きをします。

①東京～大阪間を往復す

る自動車が排出する

Ｃ０２を吸収し ま

す。

②人ひとりが呼

吸 に よ り 排 出

する Ｃ ０２ の

約6ヵ月分を吸

収します。

③高 木 は防 火

力が強く 、火災

延焼の防止や遅

延に役立ちます。

④木陰をつくリ気

滔の上昇を緩和させ、
風の通り道をつ＜ります。

⑤小鳥や昆虫など生物の生息環境をつ＜ります。

市の鳥

つばめ

らさぎ」が制定されました。「つぼめ」は､ 初夏から

夏にかけて家屋や商店等の軒先に巣づ＜リをし 、子

育てをします。

子育てをするこの時期に、人と共生できることを

示す代表的な「つぼめ」が市内の公共公益施設（市

立小・中学校 、支所・市民センター他）にどの程度

営巣しているか、実態を把握するための調査を実施

しました。

調査した施設の30.6296 に営巣していましたので 、

市内には相当多くの「つぼめ」がいると思われます。

今後とも市民の皆さんのご協力をいただき「つぼめ」

が飛来しやすい環境を守っていきましょう。

調査対象施設 営巣施設数 巣の数 営巣率

209 64 巧9 30.62%

聯まつど街と水辺の緑化基金

では、市民緑化活動を支援し て

います。この趣旨に賛『司くださ

る賛助会員を募集しています。

また、広く募金活動も行って

います。商店や事業所など、募

金箱の設置についてもご協力を

お願いします。

固斜まつど街と水辺の緑化基金

n345-98 ∠16

緑はかけがえのない私たち共有の財産です。一人ひと

りが緑の大切さを知り、育てることで、やがて大きな緑

となり、街全体をうるおす貴重な緑に育ちます。

都市部では、自動車の排気ガス、道路のアスファルト

化、エネルギー消費の増大などにより、ヒートアイラン
ド現象が加速しています。この気温の上昇を抑えるのに、

有効に働く緑の増加が強く求められています。

緑は、C02 を吸収し、葉面からの蒸散作用による気温

上昇の抑制など、重要な役割を果たします。
10 月1日から1ヵ月間「都市緑化月間」がスタートしま

すが、この機会に改めて緑の大切さを認識し、身近な
「街の緑」について考えてみましょう。

今回は､市内の「街路樹」にスポットを当ててみました。

固みどりと花の課B366-7378

市内の街路樹は延長69km になります。

市内の街路樹の延長は69  kmあり、総本数11,09ﾜ

本 、2ﾜ種類の樹木が植栽されています。最も多い

街路樹は「さくら」のソメイ

ヨシノで1.ﾜ98本です。

順位 樹 種 本数

11ぎj ソメイヨシノ リ98 本

11 位| ケヤ牛 1,496本

13 位1 イチョウ 1,11ﾜ本

●4位月 マテバシイ ﾜ83 本

齔 位l ユリノキ ﾜﾜ8 本

市内には全国的に有名な並木通りがあります。

・「日本の道100 選」の常盤平さくら通り

建設省( 当時) が､ 昭

和引 年・62 年の2ヵ年

にわたり 、優れた道路

100 選を選び まし た。

昭和62 年に美観性をテ

ーマに 、常盤平さくら

通りが選ばれています。

読売新聞社が、平成6 年に人々に親し まれている街

路樹とし て全国から推薦を

受けたら､216件の中から、街

路樹100 景に選ばれたもの

です。ヶ ヤ牛は常盤平の街

並み匸映え 、美し い景観を

かもし出しています。

街路樹　あれこれ

・市内で一番古い街路樹は、

昭和10 年に都営八柱霊園開

設時に参道に植えられたケ

ヤ半です。幹の太さでもナ

ンバーワンです。

●地域の人たちにより、街

路樹マスを活用して草花が

植えられています。市では

花いっぱい運動として支援

していますので、みどりと

花の課にお電話＜ださい。
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「常盤平さくら通り」「常盤平けやき通り」以外にも

街路樹が美しい通りがあります。通りには樹木の名

前が付けられています。一度散策してみませんか？

名　称 所　在 距離 特　徴

あんず通り 幸田 0.∠16km初 夏 に は 実 が 楽 し め ま す

新松 戸 け や

き 通 り
新松戸 1.08km

真 夏 の 涼 し げ な 景 観 は 美

し い

あ め り か ふ

う 通 り
小金原 2.00km

「 ふ う 」と は 、「 楓 」 と 書

き ま す

は な み ず き

通り
二三ケ丘 0.ﾜ5km

初 夏 に 白 や 赤 の 花 が き れ

い で す

ゆり の き通

り

馬 橋 ～

新 松 戸
2.50km

葉 が 半 纏 （は ん て ん ） の

よ う な 形 を し て い ま す

ま て ば し い

通り

松 戸 新 田

～ 紙 敷
2.50km 一 年 中 、 緑 が 楽 し め ま す

地域の皆さんが支える街路樹

街路樹を良好な状態に保つには市で行う管理作

業だけでは不十分です。

落葉樹のように葉が落ちるたびに掃き掃除をし

ていただくなど、街路樹に愛情を注ぐ地域の皆さ

んたちの協力があるから保てるのです。

また、市が管理している街路樹は数が多いので、

日常の業務だけではすべてに目が行き届きません。

枝折れ、毛虫の発生、枝が伸びて信号機が見づら

い等、皆さんからのさまざまな情報提供が大変役

立ちます。

今後も、こうした市民と行政とのパートナーシ

ップにより、街路樹を健やかに育てていきたいと

考えています。

・ 街路樹のある通りには並

木の名称板が置かれていま

す。現在36 通り、102 ヵ所

あり 、並木として市民に親

し まれています。

・［日本の道100 選］の常盤平さくら通りの桜を

永久に保全していこうと、地域の皆さんで植え替

えなどの募金活動が行われています。

・新松戸郷土資料館では、

歴史教室の小学生や樹木調

査チームのメンバーなど地

域の人たちにより、新松戸

の街路樹や公園の樹木の生

育調査が行われています。
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を

担

保

と

し

て

金

融

機

関

か
ら

融

資

を
受

け

る

と

き

に

、

信

用

保

証

協

会

が

九

〇
％

の
割

合

保

証

を

行

つ
制

度

で

す

。保

証

限

度

額

一
億

円

（
貸

付

限

度

額

は

一

億

一

千

百

万

）
　

貸

付

形

弓

手
形

貸
付

相
保

叭

込

人

の

有

す

る
売

掛

債

権

の
み
　

保
証

人

法

人

の
代

表

者

の
み

１
千

葉

県

信

用

保

証

協

会

東

葛

飾

支

所

保

証

第

二

課

昔
3
6
5・
６

０

１

士

・
土
屋

晴
行

氏
②

㈱
ダ
イ
ェ

ッ

ク
ス
代
表

取
締
役

こ
戸
田
栄
造
氏

定
員
无
着
ハ

ト
人
　

春
用

無
料

巒
電
話
で
松
戸
商
工
会

議
所

指
導

一
課

昔
3
6
4
・
3
1
1
1

へ

故人会員年額一口　１，０００円法人団体会員年額一ロ　１０，０００円

10月

は都市緑化月間です
建物に囲まれた乾いた都市の中で、みずみずしい

帯状の街路樹は、四季に彩りを添え、道行く人にう

るちいと安らぎを与えてくれます。緑のさまとまな

働きと共に、街に風格のある景観をもたらします。

知つてい ますか？

高さ１０ｍ ・ 幹周り31cm 、こ の1 本の樹木が1

年間で…

市 内街 路樹 のベ スト５

今では全国的に知られ､［常盤平桜まつリ］は､ 年々
辟況になっています。

・「新・日本街路樹100 景」の常盤平けやき通り

の営巣調査

平成14 年4 月に市の鳥とし

て「つぼめ」「ふくろう」「し

賛助会員を募集

財まつど街と水辺の緑化基金

育てよう身近な緑



健
康
な
生
活
を
営
め
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

健
康
松
戸
2
1
を
策
定

少

子

・

高

齢

社

会

に

お

い

て

社

会

の
活

力

や

豊

か

さ
を

保

ち

、

一

人

ひ

と

り

が
明

る

く

充

実

し

た

生

活

を

送

る

た

め

に

は

、
健

康

の

維

持

・

増

進

が

ま

す

ま

す

重

要

と

な

っ
て

い
ま

す

。

ま

た

、

食

生

活

や

生

活

習

慣

の
乱

れ

、

運

動

不

足

や

ス

ト

レ

ス

か

ら

く

る

健

康

へ

の
悪

影

響

が

指

摘

さ

れ

て

い
ま

す

。
そ

の

よ

夕

な

状

況

の
中

で

、

国

で

は

「
健

康

日

本

2
1」
（
国

民

健

康

づ
く

り

運

動

）
を

展

開

し

て

い
ま

す

。

市

で

も

、
2
1
世

紀

の

健

康

な

地

域

社

会

の

実

現

を

目

指

し

て

、
健

康

づ

く

り

計
画

「
健

康

松

戸
2
1
」
を

策

定

し

ま

し

た

。
計

画

策

定

に

際

し

、

平

成
1
3
年

３

月

に

市

民

ア

ン

ケ

ー
ト

調

査

を

実

施

し

、
計

画

づ

く

り

の

指

針

と

し

ま

し

た

。

ご

協

力

あ

り

が
と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

固

保

健

福

祉

課

登
3
6
6・
7
4
8
6

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

平
成
Ｂ
年
度
の
定
期
監
査
及
び
財

政
援
助
団
体
監
査
結
果
の
概
要
を
、

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
1
4年
９
月
４
日

松
戸
市
監
査
委
員

同同同

中
西
　
　

務

川
村
　
幸
信

大
川
　
一
利

杉
浦
　
誠
一

「
定

期
鷲
査

」

○
監

査
の
対

象

＝
教
育

責
員
会
（
生
涯

学
習

本
部

、
学
校

教
育
担
当

部

、
東

部
小

学
校

・
占
ヶ

畸
小

学

校

・
河
原

塚

中
学
校

・
金
ヶ
作
中
学

校
）
、
消

防

局
、
水
道

部
、
国
保
松

戸
重

兀
病

院
、

福
祉
医

療

セ
ン

タ
ー
東
松

戸
病

院
、

福
祉
医

療

セ
ン

タ
ー
介
護

老
人

保
健

施
設

梨
香
苑

、
監

査
委
員
事

務

局

母

子

保

健

一
人

の
女
性

が
一
生
の
間
に
生

む
子
ど
も
の
平
均
を
表
す
合
計

特

殊
出

生
率
は
平
成
３
年

の

∵

五

七
人

か
ら

丁

二
七
人

（
平
成
Ｈ

年

）
と
減
少
し
て
お
り
、
少
子
化

と
核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
壬

仔

て
の
環
境
は
大
き
く
変
わ

っ
て

い

ま
す
。
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、

第
一
子
の
妊
娠
前
に
赤
ち

ゃ
ん
と

触

れ
あ
っ
た
経
験

が
あ
る
人
は

約

半
数
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
育
児
に
不

安
を
持
つ
人
も
多
く
な
り
、
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
も
十
年
間

で
三

十
倍
に
増
加
す

る
な

ど
、

安
心
し

て
子

ど
も
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、

育
児
支
援
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な

っ
て
き
て

い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
今
年

度

は
、
健
康

づ
く
り
で

は
「
た
ば
こ

と
健
康
」
、
母
子

保
健
で
は
「
育
児

支
援
」
を
柱
に
計
画
を
進

め
て

い

き
ま
す
。

○
監

査

対
象

事
項
＝

〔
共

通
項

目
〕
予
算

の
執
行

状
況

、
現

金

の
取

扱
状

況
、

補
助
金

・
交
付

金

の
事

務
処
理

状
況

、
契
約

事
務

の
処

理
状

況
、

財
産

の
維
持
管

理
状

況

〔
個

別
項

目
〕
水
道

料
金

の
収
納

状
況

（
水
道
部

）
、
診
療

収
入

の
収

納
状
況

（
国

保
松

戸
市

立
病

院
、
福
祉
医

療
セ

ン

タ
ー
東
松

戸
病

院
、
福

祉
医

療
セ

ン
タ

ー
介
護

老
人
保
健
施
設
梨
香

鳬
）

〔
重

点
項

目
〕
幼
稚

園
児
補

助
金

及

び

幼
稚

園
就
園

奨
励

費
補
助

金

の
執
行

状
況
（
教
育

総

務
課
）
、
戸
定
歴

史
館

入
館
料

の
収

納
状
況
（
戸
定
歴
史
館
）
、

博
物

館
観
覧

料

の
収
納

状
況

（
博
物

館
）
、
林
問

学
園
業

務
呆
芬
乢
料

の
執
行

（
学
務
課

）
、
教
職

員
研

修
指

導
費

等

の
執

行

（
指

導
課

）
、
中

学
校

給
食
調

理
業

務
委
託

料

の
執
行

（
保
健

体
育

課
）
、

学
校
教
育
相
談
員

報
償
費
の
執

行
（
教
育
研

究
所
）
、
学
校
管
理
の
全
般

（
施
設

・
設

備

、
備
品

・
図

書
等

の
管

理
）
（
各

校
共

通
）
、

耐
震
改

修
工

事

の

契
約
状
況

（
教
育

施
設
課

）
、
斎

藤

邸
保

存

・
活

坩

事
業
費

の
執

行

（
社

会

教
育
課
）
、
こ

ど
も

の
遊

び
場
管

理

委
託
料
及

び
沽
糂
萎

託
料
の
執
行
（
こ

ど

も
課
）
、
運
動
公

園
樹
木
等
管
理
委

託
料
の
執
行

（
ス
ポ

ー
ツ
課
）
、
舞
台

設
備
等
操
作
業

務
委
託
料
の
執
行
（
市

民
会

館
）
、
青
少

年
会

館
管

理
運
営

費

（
講
座

報
償

費
）
及

び
成
人
講

座
報

償

費

の
執
行

状
況
（
公

民
館
）
、
お

は
な

し

キ
ャ

ラ
バ
ン

関
係

経
費

の
執
行

状

況
（
図
書

館
）
、
県

・
東
葛
飾

支
部

ポ

ン

プ
操
法
大
会

関
係
経
費
（
消
防

局
企

画

管
理
室

）
、
上
下

水

道
料
金

等
徴

収

業

務

委
託

（
水

道
部

総
務
課

）
、
幸

田

配

水
場

遠
方
監

視
制

御
装
置

設
備
工

事

の
執
行

（
水

道
部
工

務
課

）
、
宿

泊

を

伴
弓

出
張

旅

費

の
執

行

．（
市
立

病

院
企

両
管

理
室

）
、
中

央
監

視
装
置

交

市では 、地域のすべての人たちが自分
で努力し 、互いに支え合い、すべての人

たちがその置かれている状況に応じ て、
楽しく 健康な生活を営める地域社会を目

指し ています。
「健康松戸21 」は、市民 ・関係団体 一

行政など各分野の人たちが連携し 、目標

の実現のためにみんなで進める健康づく
りの計画です。

健康づくりを推進する地域

社会の実現を目指す3本柱

①心身の健康増進

②健康寿命の延伸

③安心して子どもを生み、健

やかに育てる

①育 児支 援 （妊娠 ・出 産 ・育 児）

市民 ・地域 ・行政 のみんな でめざす目 標

親 が安心 して子どもを生み、育 てる ことがで

きる環境 をつくりましょう

みん なで取り 組むこ と…

・ 子育て支援の環境づくりを進めよう

・ 児童虐待の予防と早期発見 、対応のための環

境づくりを進めよう

・ 母乳栄養を続けるための支援をしよう

・ 子どもの健やかな成長を育もう

②思春 期 保健

市民 ・地域 ・行政 のみんな でめざす目 標

命の大切さを学び､正しい避妊法や性感染症 を予

防する知識を身につける環境をつくりましょう

① たぱこ と健 康

市民 ・地域 一行政 のみんな でめざ す目 標

禁煙 ・分煙 を成功させるための環境づくり

を実践 しましょ う

みんなで 取り組 むこ と …

●公共施設等の完全分煙を推進しよう

●喫煙マナーを向上しよう

・ 禁煙希望者の支援をし よう

●未成年者の喫煙防止のため 、家庭や学校で

禁煙指導を進めよう

②休 養 ・心の 健康　　 ③ アル コ ール

④栄 養 ・食生 活　　　 ⑤運 動 ・身 体活 動

⑥歯 と歯 ぐ きの健 康

換
工
事

の
執
行
（
市

旦
病
院
総
務
課
）
、

人

院
収
益

に
お

け
る
収
入

未
済

状
況

（
医
事
課

）、
院
肉
外

講

師
報
償
費
の
執

行
（
看

護
専
門

学
校
）
、
産
業

廃
棄
物

処

理
業
務

委
託

料
の
執

行

（
東

松
戸

病

院
総
務

課
）
、
清

掃
・
設
備

保
守
管

理
業
務
委

託
料
の
執
行

（
介
護

老
人
保

健

施
設
梨

香
苑
）
、
決
算

審
査

意
見
書

等

の
経
費

（
監

査
委
員

事
務
局

）

○
師
茉
｀
の

期
間

＝
平
成
1
4
年
３
月

７

日
～

平

成
1
4年

５
月
3
1
日

Ｏ

監

査
結

果

＝
監
査

の
結
果

は
、
適

正

に
執
行

さ

れ
て

い
る
も

の
と
認
め

ら

れ
た

。
な
お

、
要

望
事
項

は
次

の

と

お
り

。

一
企

画

管
理
室

は
、
人

事
及

び
組
織

上

の
課
題

は
も

と
よ
り

、
予
算

上

の

課

題
等

に

つ
い
て
も
迅

速
か

つ
適
正

な
指
導

に
努
め

る
責
務

が
あ

る
こ
と

か
ら
、
調

整
機

能
を

よ
り

一
層

発

揮

さ
れ
た

い
。（
生

涯
学

習
本
部
企

画

管

理

室
）

一

松
戸

運
動
公

園
の
樹

木
等

管
理
委

託
業
務
に
お
け

る
、
「
委
託
設
計

、
委

託
業

務

の
管

理
体

制
」
等

の
あ
ひ

方

に

つ

い
て

は
、
専

門
性
活

用

の
観

点

か
ら

教
育

委
員
会

以
外

の
関

係
部
局

と
連

携
を
図

り

、
よ
口
良

い
方

途

の

殖

旦
に
向

け
、
充
分

検
討

さ
れ
た

い
。

（
ス

ポ
ー

ツ
課

）

一
病

院
工
事

に

お
け

る
設

計

か
ら
完

了
検

査
に
至

る
ま

で

の
事

務
執

行

の

あ

げ
方
に

つ

い
て

は
、
内

部

組
織
問

に

お
け
る

機
能
分

化
を

推
進
し

、
ま

た

、
院
外

の
関

係
部
局

と
も

、
専
門

性
活

用

の
観
点

か
ら
連

携
を
図

る
な

ど

、
よ
口

良

い
方
途

の
確

旦
に
向

け
、

充
分

検
討

さ

れ
た

い
。（
車

旦
病
院

総

務
課

）

【
財

政
援
助

団
体

監

査
】

○
監

査
の
対

象

＝
松
戸
市

体
育

指
導

委
員

連
絡

協
議

会
、
松

戸
市

危
険
物

安
全

協
会

○
監

査
対

象
事
項

＝

関
係

部
課

（
生
涯

学
習
本

部
ス

ポ

ー

ツ
課

、
消

防
局
予

防
課

）

＝
法

令
等

松

戸

市

戦

没

者

追

悼

式

な

ら

び

に

パ

ネ

ル

展

示

過
ぐ

る
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

お
よ
び
戦
災
死
亡
者
に
対
し
、
追

悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
平
和

を

祈
念
す
る
た
め
、
市
で
は
戦
没

者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す

。

遺
族
の
方
に
は
、
案
内
状
を

送

付

し
ま
す
が
、
当
日
ま
で
届

か
な

い
場
合
、
ま
た
は
遺
族
以
外
で
参

加

希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
へ

お

越
し
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
広
く
市
民

の
皆

さ
ん
と

平

和
に
つ

い
て
考
え

る
機
会
を

つ

く

る
た
め
、
併
せ
て
平
和
に
関

す

る
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す

。
多

数
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

期
日

…
1
0月

Ｈ
日

窗

受
け
付
け
：
牛

後

１
時
か
ら

式
典
…
午
後

２
時
～
３
時
3
0分

会
場
：

市

民
会
館
人

ホ
ー
ル

ー
ホ

ワ
イ
ェ

※
パ
ネ
ル
展
示
は
午
五
回
９

時
～

式

典
終
了

時

瓩
福
祉
事

務
所

公
3
6
6
・
3
0
1
9

に
違
反
し

て
補
助
を
し
て

い
な

い
か
、

交
付

方
法

・
時

期

・
手

続
等

は
適
正

か

、
補
助

条
件

は
妥
当

か
、

補
助

効

果
及

び
補
助

条

件
履

仔
に
対

す
る

確

認

が
な

さ
れ
て

い
る

か

補
助
団

体

＝
補
助

事
業

が
補
助
目

的

に

沿
っ
て
適

正

に
執
行

さ

れ
て

い
る

か

、
補
助
事

業

に
係

る
経
理

が
適
正

に
行

わ

れ
て

い
る
か

、
事
業

目
的

に

沿

っ
て
効

率
的

に
運

営
さ

れ
て

い
る

かＯ

監

査
の
期

間

＝
平

成
1
4年

５
月
２

日
～

平
成
1
4
年

５
月
2
9
日

○
監

査
結
果

＝
会
計
経

理
に

係
る
事

務

処
理
及

び
帳

簿
並

び
に
証

拠
書

類

等

は
適
切

で

、
補
助
目

的

に
沿

い
効

率

的
に
運

営

さ
れ
て

い
る
も

の
と

認

め

ら
れ

た
。

※
監
査

結
果

の
全
文

に
つ

い
て
は
行

政
資

料
セ

ン
タ

ー
で
閲
覧

が
で

き

ま
す

。

圜

監
査
委

員
事

務
局

登
3
6
6
・
7
3
8

5

赤

い

羽

根

募

金

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

赤

い
羽

根

募

金

は
1
0
月

か

ら

全

国

匸
斉
に
行

わ

れ

る
国

民

た

す

け

あ

い
運

動

で

す

。

松

戸

市

の

平

成

Ｂ

年

度

実

績

額

は

四
千

八

百

士

力
三

百

四

円

で

県

共

同

募

金

会

を

通

じ

社

会

福

祉

協

議

会

、

民

間

社

含

倔
祉

施

設

・
団

体

な

ど

に

配

分

さ

れ
ま

し

た

。

赤

い
羽

根

募

金

運

動

に

ご
協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

圜
千

葉

県

共

同

募

金

会

松

戸

支

会

（
福

祉

事

務

所

分

室

）

昔
3
6
6・３

０

平

成
1
5
年

度

看

護

学

生

（
看

護

科

三

年

課

程

）

を

募

集

璧

喜

苻

期

間

半
成
1
5
年

１
月

６

日

丱

～
1
0
日

座
午

前

８
時
3
0
分

～

正

午

、
午

後

１

時

～

５
時

試

毆
腎
口
１

月
2
5
日

出

（
一

次

試

験

）

受

験

資

格

大

学
受

験

の
資

格

が
あ

る
人
　

募

集
人

数
四

卜

人

※
入

学

案
内

（
有

料
）

配

布

中

固
市

立

病

院

附

属

看

護

専

門

学
校

公
3
6
7・
4
4
4
4

（公開）し ます会議を開催

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

の

社

会

保

険

・

税

金

」

1
0月

１
日

収

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

パ

ー

ト

で

働

く
場

合

の

税

・
社

会

保

険

の
知

識

（
ガ
イ

ダ
ン
ス

終
了
後

個

別

相

談
あ

り
）
　

瞳
師

姉
2
1
世

紀
職

業

財

団

千

茱

爭
務

所

雇

用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
白

木

憲

一
郎

氏
　

対

象
現

在

パ

ー
ト

タ
イ

マ

ー
で

耡

い
て

い

る

か

、

こ

れ

か

ら

働

き

た

い
人

定

員

先
着

一
十

人

（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　

春
用

無

料

圃
電

話

で

女

性

セ

ン

タ
１

．一一
3
6
4
・

8
7
7
8

へ

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

活

動

毎

週

木

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

常

盤
平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

容
日

本
舞

踊
　

対

乖

市

内

在

住

で

六

十

歳

以

上

の
人
　

定

員

先
着

五

人
　

春
乕

無

料

圃
電

話

で

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

登
3
8
6・
0
2
0
1

へ

会議名 日　聘 会　場 申し込み／定員 担当課

松 戸 市 緑 推 進 委

員 会

9/30 ㈲ 午 前

10 時 か ら

議 会 棟2 階 第3 委

員 会 室

当 日 午 前9 時30

分 か ら 会 場 で ／

先 着10 人

み ど り と 花 の 課 保

全 係B366 ―ﾜ3ﾜ8

こ どものジェ ンダ

ーフリー学習 プロ

グラ ム作成会 議

9/30 ㈲ 午 後

3 時 ～5 時

女 性 セ ン タ ー ゆ

う ま つ ど

電 話 で 女 性 セ ン

タ ー へ

女 性 セ ンタ ーo364

－8ﾂﾌ8

松 戸 市 地 域 新 エ

ネ ル ギ ービ ジ ョ

ン 策 定 委 員会

10/1  w 午 後

2時 から

松 戸 市 役 所 別 館

地 下1 階 研 修 室

当 日 午 後1B#30

分 か ら 会 場 で ／

先 着10 人

環 境 計 画 課 総 務 係

25366 一｢ｱ331

松 戸 市 水 道 事 業

運 営 審 議 会

10/7( 月)午 後

6時 から

松 戸 市 役 所 別 館

地 下1 階 研 修 室

当 日 午 後5 時30

分 か ら 会 場 で ／

先 着10 人

水 道 部 総 務 課 庶 務

係 登3 ∠n-0430

教 育 委 員 会 会 議
10/10 ㈲ 午

後2 時 か ら

京 葉 ガ ス Ｆ 松 戸

ビ ル5 階 会 議 室

当 日 午 後1W30

分 か ら 会 場 で ／

先 着10 人

教 ） 企 画 管 理 室a

366-ﾜ455

学 童保 育 基 盤 整

備 検 討 委 員会

10/10 團 午

後ﾜ 時 ～9 時

市 役 所 新 館ﾜ 階

大 会 議 室

電 話 で 児 童 福 祉

課 家 庭 支 援 係 へ

／ 先 着20 人

児 靈 福 祉 課 家 庭 支

援 係0366 ―ﾜ34ﾜ

少 年 セ ン タ ー 運

営 協 議 会

10/16  (7k)午

後2 時か ら

京 葉 ガ ス Ｆ 松 戸

ビ ル5 階 会 議 室
先 着5 人

こ ど も 課 少 年 セ ン

タ ーo366 ―ﾜ464

※議題 等はお問い 合わ せく ださい。

健康

松戸

２１

松
戸
市
の
健
康
事
情

健

康

づ

く

り

現
在

、
松
戸
市
の
死

亡
原
因
の

第

一
位

は
が
ん
で
す
。
中
で
も
最

も
多
い
の
は
肺
が
ん
で
、
十
年
間

に
二

倍
に
増
え

て

い
ま
す
。

市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
喫
煙

に

よ
っ
て
か
か
り

や
す
く
な

る
と

思
弓

病
気
の
第
一
位
は
「
肺

が
ん
」

で
、
九
五
％
の
人
が
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
松
戸
市
民
の
喫
煙
率

は
約
三
割
で
全
国
と
の
比
較
で
は

男
性
が
低
い
も
の
の
女
性
は
高
い

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
喫

煙
者
の
う
ち
若
い
人
ほ
ど
喫
煙
を

開
始
し
た
年
齢
が
低
く
、
喫
煙
の

低
年
齢
化
か
進
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
を
は
じ
め
と
し
た
病
気
の

予
防
の
た
め
に
、
た
ば
こ
対
策
は

急
務
で
す
。

母子保健の2本柱健康づくりの6本柱



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

【
】
市

立

松

戸

高

校

文

化

祭

～

完

全

燃

焼

～

９
月
2
8日
出
壬

圜
1
0時
～
午
後

２

時
　

内
容
全
ク
ラ
ス
・
部
活
動

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
表
や

ダ
ン

ス

ー
バ

ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ

・
お
茶
会

・
お

ば
け
屋

敷

・
模
擬
店

他

圈
車

立
松
戸
高
等
学
校

霓

。一
・
３

［
］
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

１０

・

１１

月

新

番

組

「
天

文

学

偉

人

伝

テ

ィ

コ

ー
ブ

ラ

ー

エ

～

肉

眼

最

大

の

観

測

者

～

」

擶
影

日
1
0
月

５

日

出

～

１１‥一
月
2
4

日

㈲

の

土

・
日

曜

日

、

祝

日
　

投

影

開

始

時

刻

午
前
1
0
時

、

午

後

１

時
3
0
分

、

午

後

３

時
3
0
分
　

沿
簓

時

間

一

回

約

五

十

分

会

場

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室
　

定

員

八

十
人
　

曹
司

十
ど

も

三

十

一
円

、

大

人

五

十

二

円

（
発

売

は

投

影

開

始
3
0
忿

圜
か

ら

二

階

受

付

で

）

固
市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
室

登
3
6
8・
１

り乙
３

７

【
】
星

空

観

望

会

1
0月
1
9日

出
午
後
６
時
～
８
時

龠
殲
市

民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容
プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学
と
天

体
望
遠
鏡
で
月

や
二

重
星
を

観
望

（
雨
天

・
曇
天

の
場

合

は
プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
の
み
）

定
員

先
着
八
十
人
　

費
田

熬
料

※
団
体
（
二

十
人
以
上
）
や
体

の
不

自
由
な
人
は
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

匣
電
話

で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

【

】
参

議

院

補

欠

選

挙
　

公

開

討

論

会

・ｍ

ま

つ

ど

1
0月

６

日

倒

午

後

６

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分
（
６
時

開
場

）
　
龠
瑁
市

民

会

館
3
0
1号

室
　

春
乕

資
料

代

二

百

円
※
手

話

通

訳

あ

り

圈

松

戸

で

公

開

討

｀
吸

匹
を

開

く
市

民

の
会

・
浅

井

昔

誣

・
3
6
0
1

［

］
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

映

画

会

「

ホ

ー

ム

ー
ス

イ

ー

ト

ホ

ー

ム

」

1
0月

４

日

窗

午

前
1
0
時
3
0
分

、

午

後
２

時

、

午

後

６

時
3
0
分

会

場

市

民

劇

場
　

苣

唄

賭

冗
り

八
百

円

、
未

成

年

・
学

生
四

百

円
（
森

の

ホ

ー

ル
2
1
で

唇

冗
）

圖

松

戸

市

立
病

院

を
明

る
く

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

・
針

谷

昔
0
3

・
３

５

６

０

・
2
2
4
4

［
］
家

庭

教

育

勉

強

会

「

独

立

自

治

の

心

を

培

う

」

1
0月

３
日

困

午
前
1
0時
～
正
午

会
現
市

民
会
館

苣

田
無
料

目
家
庭
教
育
研
究
会

・
加

膝
昔
3
6
7

・
１
１

９
り
７

［
］
謡

曲

・

仕

舞

初

心

者

一
日

体

験

入

門

1
0月

６
日

㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
夭
切
公
民

館

内
容
「
能
」
の

舞
と
歌

謡
を
体

験
す
る
　

持
ち
物

筆
記

用
具

替
用

無
料

圖
松
戸
謡
曲
連
盟

・
宅
島

昔
3
6
7
・

4
5
5
0

（
夜
間

の
み
）

［

］
裁

判

所

調

停

委

員

に

よ

る

「

無

料

調

停

相

談

」

1
0月
１
日
次
午
前
1
0時
～

午
後

３
時

会
場

市
民
劇
場

内
容
サ

ラ
金
、
地
代

・
家
賃
等

の
金
銭
問

題
、
不

動
産
、
近
隣

な
ど
と
の
ト

ラ

ブ
ル
や

、
夫
婦

、

親
子

関
係

、

相

続
等
　

相
訟
箝

当

煮

十
葉
地
方

・
家

庭
裁
判
所
松
戸
支

部
調
停
委

員
（
弁
護
士
を
含
む
）

※
裁
判
所
で
訴
訟
ま

た
は
調
停

中

の
事
件
に
関
す

る
相

談
は
ご
遠

慮
ぐ
だ
さ

い
。

団
千

葉
地
方

・
家

庭
裁
判
所
松
戸

支
部
庶
務
課

登
3
6
8
・
5
1
4
1

【

】
１０

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

相

驟

①

介
護

＝

７
日

囲

・
2
1
日

側

・
2
8日

⑧

②

税
務

＝
１

日

収

・

1
5日

㈹

③

年

金

＝
1
0
日

水

・
2
4日

米

④

法

律

＝
８
日

㈹

・
1
8
日

窗

・

2
9日

火

⑤

資

産

形

成

＝
２

日

水

・

３

日

水

・

９
日

水

∴
１１一
日

窗

・
1
2

日

出

・
1
6
日

水

・
1
7
日

附

・
2
5
日

滄

・
2
6
日

出

善
用

無

料

圜
松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

セ

ン

タ

ー

登
3
6
0・
6
6
1
2

［

］
松

戸

声

楽

勉

強

会

発

表

会

９

月
2
8
日

出

午
後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

森

の

ホ

ー

ル
9
1］

内

容
日

本

・
外

国

歌

曲

・

オ

ベ

ラ

ー
ア

リ

ア
等

発

表

贖
師

大

久

保

光

哉

氏
　

呰
笛
宿

料

圖
松

戸

声

楽

勉

強

会

・
五

味

昔
3
9
1

・
Ｑ
り冖ａ
ｌ
ｎ
び

【
】
生

涯

学

習

フ

ェ

ス

タ
2
0

0
2

「

育

て

よ

う

感

謝

と

思

い
や

り

の

心

」

1
0月

６
日

㈲
午
一
則
1
0時
～
午
後

４
時

会

場
廣
池
学
匱
（
柏

市
光
ケ

丘
）
　

内

容
生
涯

学
習
展
示

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情
報
展
示

、
ブ
ラ
ス

バ
ン

ド
演
奏

、
太
鼓
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア

ウ
ト

、
レ
イ
ソ
ル
サ
イ
ン
会

（
午
後
２
時
王

疋
）
他

善
用

無
料

固
剛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

雪
0
4・

７
１
７
３

・
3
1
1
1

［
］
公

証
人

に

よ
る
「
公

証
相

談
」

1
0月
３
日
困
午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
役
所
本
館
二
階
第
一
会
議

室

内

脊
公
正
証
書
等
の
作
成
（
遺

言
・
契
約

一
会
社
の
定
款

・
私
文

書
の
認
証
）
に
関
す

る
相

談
　

費

用
無
料

固
松
戸
公
証
役
場
昔
3
6
3
・
2
0
9

1
【

】
歌

の

ス

テ

ー

ジ

と

オ

ペ

ラ

「

あ

ま

ん

じ

ゃ

く

と

う

り

こ

姫

」

1
0月
1
0
日

米

午

後

６

時
3
0
分

～

７

時
3
5
分

会
場

森

の

ホ

ー

ル
2
1

内

容

い
ろ

い
ろ

な

オ

ペ

ラ

の
要

素

が
コ

ン

パ

ク
ト

に
楽

し

く

ま

と

め

ら

れ
た

、

オ

ペ

ラ

シ

ア

タ

ー
こ

ん

に

ゃ
く

座

に
よ

る

舞

台
　

豊

明
二

壬

二
百

円

（
四

歳

以

占

圖
松

戸

子

ど

も

劇

場

・
青
木

音
3
8
6

・
Ｑ
りＩ
｛
ｊ
４

［
］
心

肺

蘇

生

法

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

み

ま

せ

ん

か

1
0月
1
9
日

出
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会
場

千

葉

県

総

合

運
動

場

体

育

館

（
千

葉

市

）
　

内

胄
菽

急

法

コ

ン

テ

ス
ト

・
心

肺

蘇

生
法

チ

ャ
レ

ン

ジ
体

験

コ

ー

ナ

ー
等

費

用

無
料

圖
日

本

赤

十

字

社
千

葉
県

支

部

救

護

福

祉
課

登
0
4
3・
2
4
1・
7
5
3
1

副
0
4
3・
2
4
8・
6
8
1
2

［
］
ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

ー
コ

ン

サ

1
0月
1
2
日

出
午

後

２

時

開

演

会

場

市
民

劇

場

内

容

ス

ウ
ィ

ン

グ

ー
ジ

ャ

ズ
他

を

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

の
迫

力

あ

る

演
奏

で
　

菩
用

無

料

圖
松

戸

ス

ウ
ィ

ン

グ
セ

ピ

ア

・
中

島

昔
3
8
5・
7
9
6
8

【

】
山

野

草

展

示

会

1
0月
1
3日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会

場
常
盤
平
会
館

（
常
盤

平
体
育
館

隣
）
　

普
用

無
料

※
草
木

の
即

売
あ
り

圖
と
き
わ
草
遊
会

・
山
根

昔
3
8
7
・

［

］
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
0月

５

日

出
午

後

６
時

～

８

咳

1
3日

㈲

・
2
7
日

㈲
午

前
1
0
時

～

正

午

、
1
7
日

水

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

龠
瑁

柿

ノ

木

台
公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

室
　

対

象

十

六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き
　

貉
ｍ

熹

料

圃

当

日

会

場

で

圜

ス

ポ

ー
ツ

課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

［

］
な

ぎ

な

た

教

室

1
0月

４

日

～

Ｈ

月
2
2
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

前
1
0
時
～

正

午

会

場

松

戸

運

動

公

園

剣

道

場

対

象

成

人

費

田

十
四

百

円

（
保

険

料

）

匣

当

日

会

場

で

、

ま

た

は

電

話

で

松

戸
市

な

ぎ

な

た

連

盟

・
野

口

昔

3
4
5
・
０

１４
‘１

０

へ

【

】
グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

大

会

９

月
2
9
日

㈲
午

前

９

時
～

正

午

（
午

前

８

時
3
0
分

受

け

付

け

）
　
会

場

常

盤

平

第

一
小

学

校

内

容

十

ニ

ホ

ー
ル

×
ニ

ゲ

ー

ム

で
集

計

定

員

先

着

九

十

六

人
　

費

用

百

円

（
保

険

料

）

圉

当

日

会

場

で

圜
体

育

指

導

委

員

ふ
（

戸

昔
3
8
9・

「

」
秋

の

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月
2
0
日

㈲
午

前

５

時
3
0
分

伊

勢
丹
松
戸
豈

則
集

合
、
午
後
９
時

ご

ろ
帰
着
予

足

行

き
先

瑞
牆
山
（
百

名
山
）
　

定
員
先

着
三
十
人
　

春
用

八

千

円

（
バ

ス
代

、
保

険

料

）

圃

電

話

で

松

戸

市

山

岳

協

会

・
石

原

昔
0
9
0・

兌
）６

８

９

・

βｎ
）８

１

１

へ

市民の皆さんが個々の体力に応じ、適したスピードで走り、完走の

喜びを味わうことのできる健康づくりを目的に、マラソン大会を開催

します。

日時…平成15 年1 月５日紂午前7時30 分～8時30 分受け付け( 開会式8

時40 分から)

会場…松戸運動公園陸上競技場

※申込書は10 月１日(洵から、市内体育施設( 松戸運動公園・小金原体育

館・常盤平体育館・柿ノ木台公園体育館)､市役所(正面・地下玄関)。

支所、市民センターで配布。

※当日の申し込みはできません。また、車での来場はご遠慮ください。

圃10 月１日(火卜11 月30 日出〔消印有効〕までに､ 郵便振替兼申込書に

必要事項を記入して、申し込んでください。

圖スポーツ課登363-9241

【

】
体

育

祭

市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会1
0月
1
3
日

㈲

午
前
1
0
時
2
0
分

受

け

付

け
　

会

場
と

き

わ
平

ボ

ウ
リ

ン

グ

セ

ン

タ

ー
　

内

容

予

選

四

ゲ

ー
ム

、

決

勝

ニ

ゲ

ー

ム

の

ト

ー

タ

ル

ピ

ン
で

順

位

決

定

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

・
在

学

の
小

学

生

以

Ｌ

の

人
　

定

員

先

着

八

十

四

人

費

用

二

千

五

百

円

、
小

中

局
生

千

六

百

円

、
決

勝

七
百

円

圃
1
0
月

４

日

溺
ま

で

に

、
費

用

を

添

え

て

心

内

各

ボ

ウ

リ

ン

グ

場

へ

固
松

戸
市

ボ

ウ
リ

ン

グ
協

会

・
上

田

公
0
9
0・
３

２

０

７

・
4
6
2
3

種　　目 スタート時間 対　　 象 費用

フ ァミリー　2km の部

午前9 時30 分

親子（小学卜2 年生） 2,000 円

小学男子（中学年) 2km の部 小学生男子（3 ・4年生）

ﾜ00 円

小学女子（中学年) 2km の部 小学生女子（3 ・4年生）

小学男子（高学年）2km の部 小学生男子（5 ・6年生）

小学女子（高学年) 2km の部 小学生女子（5 ・6年生）

中学男子　　3km の部
午前9 時らO分

中学生男子（1年生）

中学女子　　3km の蓙 中学生女子(1 ・2 く丑年生)

中学男子　　5km の册 午前10 時5 分 中学生男子(1 ・2 ・3年生)

一般男子　　5km の部
午前10 時10 分

一般男子（市内外問わず） 2,000 円

高校男子　　5km の部 高校男子（市内外問わず） 1,500円

一般女子　　5km の部
午前10 時 巧分

一般女子（市内外問わず） 2,000 円

高校女子　　5km の部 高校女子（市内外問わず） 1,500 円

一般男子　10km の部

午前10 時20 分

一般男子（市内外問わず） 2,000 円

高校男子　10km の部 高校男子（市内外問わず） 1,500 円

一般女子　10km の部 一般女子（市内外問わず） 2,000 円

［

］
健

康

体

操

体

験

教

室

1
0月

の
毎

週

土
曜

日
〔
全

四

回

〕

午

後

３

時

～
４

時
3
0
分

会

場
松

戸

運

動

公

園
体

育

館
小

体

育

室

内

容
リ

ズ

ム
運

動

・

ス
ト

レ

ッ
チ

ー
レ

ク

ダ

ン

ス
等

対

象
女

性

費

用

一
回

五

百

円

（
保

険

料

を

含

む

）
圃

当

日

会

場

で

圖

健

友

会

・
桑

原

公
3
6
5・
4
8
0

5

（
夜

間

の

み

）

【
】
さ

く

ら

通

り

商

店

会

・

常

盤

平

枹

齢

鯲

チ

ャ

リ

デ

ィ

ー

プ

リ

ー

マ

ー

ゲ

ッ

ト

ー
ジ

ャ

ン

ジ

ャ

ン

市

出

店

者

1
0月
2
0
日

㈲

午
前
1
0
時

～

午

後

３

時

〔
雨

天

の
場

合

は
2
7
日

㈲

〕

会

場

や

ま

ぶ

き
公

園
（
五

香

駅

西

口

）
　

募

集

数

无
着

二

亘

五

十

店

舗
　

呰
乕

一
店

舗

（
約

一

坪

）

に

つ
き

二

千

円

※
天

候
不

良

の

た

め
二

週

続

け

て

中

止

の
場

合

、
参

加

費

は
チ

ャ

リ

テ
ィ

ー

に

寄

付

し

ま

す

。

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

を

圃

直

接

ま

た

は
郵

送
（
郵

便

為

替

、

現

金

書

留

）
で

、
〒
2
7
0
－
2
2
5
1

松

戸

市

岔
ケ

作
四

〇

八

の

一

四

五

東

興

不
動

産
販

売
・
和

賀
（

登
3
8
9・

８

４

り乙
４

）
　へ

［

］
障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

卓

球

教

室

ア

シ

ス

タ

ン

ト
（

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

）

毎
月

第

∇

三
日

曜
口

①
午
後

１
時
～

３
時
②

午
後
３
時
～
５
時

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

障

害

を

持

つ
人

の

卓

球

の
練

習

相

手

圖

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

々
二
‐‐
．
容
3
8
3・
7
1
1
1

［

］
身

体

障

害

者

と

健

常

者

の

コ

ー

ラ

ス

サ

ー

ク

ル

参

加

者

練

習

日

毎

月

第

∇

三

月

曜

日

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）

対

象

お

お

む

ね

十

八

歳

以

上

で

身

体

に

障

害

の

あ

る
人
　

善
用

無

料

団

健

康

福
祉

会

館

障

害

者

福
祉

セ

ン

タ

ー

公
3
8
3・
7
1
1
1

募
集
し
ま
す

ス

ポ

ー
ツ

情報催
　
し
　
物

11 月24 日（日） 会場 日本大 学生産 工学部 津

田 沼校舎 ほか3 会場　 費用 甲種5,000 円 、乙

種3,400 円 、丙種2,「700 円 （垂B便振 り込 み）

圃9 月30 日（月卜10 月３日 ㈲の 間口､ 消 防 局

と 咎消 防署 で 配布し てい る願 書を 松戸 市 危

険 物安 全協 会 事務 局 （市 消防 局予 防課 内S

363-1114) へ

※希望者 には 講習 会や 模擬試 験を 有料で 実

施。 テキ ストの 頒布も 行っ てい ます。

危険物取扱者試験

第48回松戸市七草マラソン大会参加者を募集

種　目　一　覧　表



［

］
家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
0月

１
日

天

午

前
1
0
時
～

正

午

会

場

市
民

会

館

内

容

学

校

支

援

ボ

ラ

ン

テ
ィ

‐７

で
子

ど

も

は

ど

う

変

わ

る

か
　

講
師

干

葉

大

学

教

授

・
明

石

要

一
氏
　

善
用

無

料

※
保

育

あ
り

（
二

歳
以

上
先

着

十

人

）

圜
公

民

館

登
3
6
8・
1
2
1
4

「

」
「

日

本

を

歩

こ

う

！

国

内

旅

行

講

座

」

1
0月

９
日

水

・
1
6日

水

・
2
3
日

伽

〔
全

三

回

〕

午

後

７

時

～

９

時

会

場

松

戸

ま

ち

づ

く

り

テ

ン

ト
小

屋

（
東

葛
飾

合
同

庁

舎

剛
）
　

内

容

皿

の
切

符

と

列

車

を

中

心

に

低

予

算

旅

行

の

コ

ツ
　

定

員

先

着

十

五

人
　

費
用

千

八

百

円

圉

電

話

で
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

交

通

文

化

連

盟

昔
3
6
8・
2
7
2
0

へ

「

」
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

旅

の

裏

わ

ざ

～

安

・

近

・

短

」

1
0月

８
日

天

午

後

１

時

～

３

時

会

場

松

戸

ま

ち

づ

く
旦

父
流

室

テ

ン
ト

小

屋

（
東

葛

飾

合

同

庁

金

削
）

内

容

上

手

な
切

符

の
買

い
方

、

列

車

の

使

い
方

等

の
秘

訣

定

昌
先

着

十

二

人
　

替
用

五

百

円

圉

電

話

ま
た

は

フ

ァ

ク

ス
で

松

戸

ま

ち

づ

く
旦

父
流

室

テ

ン

ト

小

屋

昔

副
3
6
7・
8
8
2
7

へ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

Ｄ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｄ

初

級

講

座

1
0月

２

日

水

・

９
日

水

・
1
6
日

水

〔
全

三

回

〕

午
前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

文
化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

内

容

文

字

の

入

力

か

ら

、

ワ

ー

ド

ア

ー
ト

・
図

の

挿

入

ま

で

宙

貝
先

着

八

人

持

ち

物

筆

記

用

具

春
用

二

千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

圃

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

の

会

昔
3
6
7・

8
8
8
9

へ

【

】
Ｅ

ｘ

ｃ

ｅ
－

初

級

講

座

1
0月

１
日

㈹

・
８

日

㈹

・
1
5
囗

㈹

〔
全

三

回
〕

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

文
化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

内

容

簡

単

な

家

計

簿

を

作

り

な

が
ら

エ

ク

セ

ル

の

基

本

を

学

ぶ
　

定

員
先

着

八

人
　

持

ち
物

筆

記

用

具

費

墮

一
千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を
含

む

）

圃

午

前

９

時

か

ら

、
電

話

で
松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
会

昔
3
6
7・

8
8
8
9

へ

［

］
詩

吟

を

始

め

た

い

人

向

け

の

「

基

本

講

習

会

」

1
0月

６

日

㈲

・
2
0
日

㈲
、

い
1
1
1
1

月

３

日

㈲

〔
全

三

回

〕

午

後

２

時

～

４

時

会

場

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

漢
詩

・
和

歌

・
俳

句

を

美

し

い
節

調

で

吟

詠

す

る
た

め

の

基

本

的
な

講
習

数

回
一
料
（
テ
キ

ス

ト

代

二

千

円

）

圜

吟

亮

流

詩

吟

サ

ー

ク
ル

馬

橋

教

室

・

坂

井
｛
一一
3
4
5
・
3
7
2
9

［

］
こ

ど

も

料

理

教

室

「

台

湾

の

肉

ま

ん

」

に

挑

戦

し

よ

う

1
0月
1
9
日

圉

午

前
1
0
時

～

正

午

龠
璢

舌

ケ

崎
市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

豆
沙

包

（
ト

ウ

サ

ー

パ
オ

・
肉

ま

ん
）
、
水

煎

包
（

シ
ェ

イ

チ

ェ

ン

パ

オ

・
焼

肉

ま

ん

）
　

講
師

糸

川

若

蘭
　

対

象
小

学
三

年

生
以

上

定

員

先

着
二

十

人
　

春
兩

三

百

円

（
材

料
費

）

圃

壬

削
９

時

か
ら

、
電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

昔
3
8
7・
3
3
2
0

へ
　（
月

曜

休

館

）

【

】
千

葉

県

屋

外

広

告

物

講

習

会

Ｈ

月
1
8
日

興

・
1
9
日

㈹
午

前

９

時

～

午

後

４

時
4
0
分

会

場
千

葉

職

業

能

力

開

発

短

期

大

学

（
千

葉

市

）
　

対

象

県

内

で

屋

外

広

告

業

を

営

も

う

と

す

る

人

・
現

に

営

ん

で

い
る

事

業

所

等

で

講

習

会

修

了

者

等

を

置

い
て

い

な

い
人
　

定

員

先

着
百

人
　

春
用

三
千

三
百

円

圃
1
0
月

１
日

㈹
ヤ
1
5
日

㈹

の
問

に

、

直

接
千

葉

県

公

園

緑

地

課

（
S
0
4
3

・
2
2
3・
3
9
9
7

）
　へ

「

」
社

交

ダ

ン

ス

初

級

講

習

会

1
0月

２

日

～
3
0
日

の
毎

週

出
金

曜

日

〔
全

四

回

〕

午

前

９

時
～
1
0

時

②

毎

週

水

曜

日

〔
全

五

回
〕

正

午
ｙ

午
後

１

時
節

毎

週
日

曜
日

筌

四

回

〕

午

後

６

時

～

８

時
　

会

場

①
新

松

戸

市

民

セ

ン

タ
エ

貿

㈹
勤

労

会

館

内

容

基

杢

部
分

を

繰

り

返

し

練

習
　

菩
用

一

回

五

百

円

圖

ニ
ュ

ー

ダ
ン

シ

ン

グ
サ

ー

ク

ル

・
内

山

昔
譛

・
6
6
8
7

「

」
マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

1
0月
1
2
日

田

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

３

時

会

場
森

の

ホ

ー

ル

大

会

議

室

内

容
講

習

と

実

技

対

象

運

転

免

許

証

の

あ

る

人

定

員

先

着

五

十

人

程

度
　

持

ち

物

筆

記

用

具
　

蓉
岳
襟
一
料

（
昼

食

付

き

）

や
軽

作

業

が
で

き

る
服

装

で

匣

電

話

で

賄
千

葉

県

自

動

車

整

備

振

興

会

松

戸

支

部

昔
3
9
2・
3
3
1

1

ヘ

［

］「

ふ

れ

あ

い
ネ

ッ

ト

ま

つ

ど

」

創

立

五

周

年

記

念

講

演

会

1
0月
2
7
日

㈲

午

後

１

時

～

４

時

3
0分

会

場

新
松

戸
市

民

セ

ン

タ

１
　

内

容
基

調

講

演

「
地

域

福

祉

に

豊

か

な

視

点

を

」
　

璞
師

Ｎ

Ｐ

ｏ

法

人

た

す

け

あ

い

の
会

ふ

き

の

と
弓

代

表

・
国

生

美
南

子

氏
ほ

か

、

Ｎ

Ｐ
ｏ

法

人

流

山

ユ

ー

・

ア
イ

ー

ネ

ッ

ト

代

表

・
米

山

孝

平

氏

、

旭

神

経

内

科

院

長

・
旭

俊

臣

氏

費

用

無
料

※

講
演

後

、
懇

親
会

が
あ

り
ま

す

。

圈

Ｎ

Ｐ
ｏ

法

人

ふ

れ
あ

い
ネ

ッ
ト

ま

つ

ど

事

務

所

昔
隰
3
4
6・
０

８

６

［

］
保

育

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

1
1
1
1
1
1

月
2
1
日

米

・
2
2
日

原

・
2
6
日

㈹

・
2
8米

・
2
9日

圏
〔
全
五

回

〕
午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

４

時

会
場

白

井

市

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
（
白

井

市

復

一

二

ご
二
）
　

対

辱

十
育

て

経

験

を

有

す

る
人

で

修

了

後

保

育

サ

ポ

ー

タ

ー
と

し

て

活

動

で

き

る

人
　

定

員

先

着

四

十

人
　

善
用

無

料
圃
1
0
月

７
日

非
工

１１一
日

原

の
間

に

、

電

話

で

篩
2
1
世

紀

職

業

財
団

千

葉

事

務

所

昔
0
4
3・
2
2
5・
5
9
5
9

へ

［

］
女

性

の

た

め

の

キ

ャ

リ

ア

ー
ア

ッ

プ

セ

ミ

ナ

ー

1
0月

３

日

米
午

前
1
0
時
～

午
後

５

時

会

場

ホ

テ

ル

サ

ン

ガ

ー

デ

ン

柏

（

婁

怛
駅

東

口

か

ら
徒

歩
二

分

）
　

内

容

講
義

「
こ

れ

か

ら

の

キ

ャ

リ

ア
開

発

の
考

え

方

」、

女

性

管

理

職

の
体

験

発

表

「
私

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

」

対

歌

子

ヤ
リ

ア

・

ア

ッ

プ

を

目

指

す

中

堅

女

性

定

員

先

着
二

十

人
　

善
用

無

料

隰

電

話

で

鰥
2
1
世

紀

職

業

財

団
千

葉

事

務

所

登
鵬

・
2
2
5・
2
2
9
5

へ

［

］
市

民

の

た

め

の

公

開

講

座

～

地

球

環

境

を

考

え

る

・

緑

を

大

切

に

～

1
0月

９

日

伽

午

後

７

時

～

９

時

会

場

市
民

劇

場

内

容
樹

木

医

・

吉

潭

光

三

氏

に

よ

る

講

演

お

よ

び

亀

田

総
合

病

院

音
楽

同

好

会

に

よ

る

ア

ン

サ

ン

ブ

ル
　

定

員

先

着

三

百

人
　

苣

拑
無

料

圖

松

戸
市

医

師

会

事

務

局

容
3
6
8・

【

】
フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
0月
４

囗

～
2
5
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全
四

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会
場

明

市

民

セ

ン

タ

ー
　

持

ち

物

動

き

や

す

い
靴
　

費

用

千
円

回

明

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス

サ

ー

ク

ル

・
石

原

公
3
6
2・
0
8
7
6

【
】
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
講
座

講座名 日　時 定員/費用

初 めてのWindows
10/3困 ・4廊 ・10困 ・11廁・17
休)・18㈲・24休)・25㈲各午後塒

30分～4時30分

10人724,000円

(20,000 円)

Word を使 った文 書

作成講座

10/3W ・4衡・10困・11㈲吝午前

9時30分～午後O時30分

10人/12,0CO円

(10,000 円)

Excelを使った表計算

講座Ｉ

10/17(㈲・18廊・24團 ・25縦各午

前9時30分～午後O時30分

10人/像000円

(10,000 円)

Excelを使った表計算

講座II

10/1R 火)・16(㈹午前9時30分～午

後O時30分､午後1時30分～4胯30分

10人/12,000円

(10,000 円)

パソコンを使ってみよう

対 象60 歳以上の人
10/1 ㈹ ・2 團 午前9 時30 分 ～正 午 6人/ﾜ,000円

※
費

用

の

う

ち

（
　

）
内

は
当

会

員

事

業
所

ま

た

は

団

体

会

員

の

メ

ン

バ

ー

の

場

合

で

す

。
受

け

付

け

開

始

時

に

定

員

を

超
え

た

場

合

は

抽

選

と

な

り

ま

す

。

圃

９

月
2
5
日

伽
午

前

９

時

か

ら

、

費

用

を

持

っ

て

直

接

、

松

戸

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

（
小

金

原

一

の

一

九

の

三

、

登
3
4
9・
3
2
0
0

）
　へ

口

介

護

予

防

教

室

９
月
2
9
日

㈲

午

前
1
0
時

土

正

午

会

場

デ
イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー
南

花

園

デ
イ

ホ

ー

ル

（
特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

南

花

園

内

）
　

内

容

転

倒

予

防

に

つ

い
て
（
講

義

と

実

技

）

講

師
理

学

療

法

士
　

対

乖

市

内
在

住

の

六

十

五

歳

以

上

の
人

お
よ

び

そ

の
家

族

定

員

先

着

二

十

人

啓
甬

無

料

※

軽

い
体

操

が
で

き

る
服

装

で

匣

９

月
2
8
日

出

ま

で

に

、
電

話

で

東

部

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

１

昔
3
9
1・
5
6
0
0

へ

［

］
思

春

期

相

談

（
予

約

制

）

1
0月
1
5
日

㈹

午

後

１
時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会
場

松

戸

保

健

所

内

寮

區
床
心

理

士

に

よ

る

相

談

対

象

本
人

・
家

族

・
関

係

者
　

費

用

無

料

固
松

戸

保

健
所

地

域

指

導

課

登
3
6
1

・
り
亠
Ｉ

Ｑ乙
１

【

】
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

（
予

約

制

）

1
0月
1
7
日

米

相

談

＝
午

後

１

時

3
0分

～

２

時
5
0
分

、

教
室

＝
午

後

２

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

松

戸

保

健

所
　

内

容

専

門
医

師

・
精

神

保

健
福

祉
相

談
員

に

よ

る
相

碩

ア

ル

コ

ー
ル

依

存

症

を
抱
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無
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ポリ オ予防接種 日程表

会　　場 日　　 時

中央保健福祉センター

10/ 2㈲ 11/2W 受

付

時
間

午
後
１

時～

２

時15

分

（予

診

票
が

あ
れ

ば
予

約
不

要

で
す
）

10/16㈲ 12/ 6銜

10/25R 12/19 休）

東部市民センター 10/ 7( 月)12/ 2( 月)

常盤平保健福祉セン

ター

10/ 1禺 11/25㈲

10/22W 12/16㈲

常盤平市民センター 10/1  a:村 12/ 5㈲

古ヶ畸市民センター 10/18c 11/29廊

稔台市民センター 10/ a洵 12/ 恥

小金原市民センター 10/ 9㈲ 12/13R

新松戸市民 センタ ー
10/ 3㈲ 11/28㈹

10/24$ 12/18㈲

小金保 健福祉 センタ

ー

10/ 4㈹ 11/26W

10/230012/17W

馬橋市民センター 10/15M 12/1(剔

六実市民センター別館 10/11R 12/111$
二十世紀が丘市民セン

ター
10/17 休）12/ 9( 月)

Ｏ
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格
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
森のホール２１

期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

小

ｔ

ル

10/5c 大泉逸郎＆金沢明子コンサート ★ ス:00 18:00 RO-ON　　　　Q  365-9911

衂
劇団四季フレンチミュージカル「壁抜け男」★ 18:30 劇団四季全国公演本部

a  045-903-1523

10(木)コロ ソヽケものまねファンタジー笑 囗　 ★
14:30 ペルワールドミューヅツク

003-3222-ﾜ80118:30

12圉 新垣勉チャリティーコンサート　　　　★ 18:30 ワイド企 画　　Q362- ワ貨6

13(口)第 佑回松戸ブ ラスオルケスター定期演奏会 ★ 13:30
松戸ブラスオルケスター・佐藤

a  090-ﾜ017-4408

14㈲）
県民 芸 術劇場　 日・中 ・幃オ ペラガ ラ コン

サ ート　　　　　　　　　　　　　　 ★
ス:00

千葉テレビ放送事業部
S043-231-3113

18銜 SEX　MACHINGUNS
ィ ルカに乗ったアブラ蝉　　　　　　　 ★

18:30 オデツセ ー音03-3ﾜ'96-9999

19圉 骨髄バンク登録推進運動「命のっとい］ 12:30
特定非営利活動法人・庠のっと

い　　　　Q03-3393-6093

26(士)布施明ドラマティックコンサート2002 ★ ℡00 RO-ON　　　Q  365―9911

小

ホ

ー

ル

10/ 5丗
きものから洋服に 第Ｕ 回アトリエ・モー

ドASAKO ファッションショー

12:30 アトリエ・モードASAKO 洋
裁教室・中村　 登342-205015:00

6(日)第13回松戸かずみの会カラオケ大会 9:45 かずみの会事務局・滝澤
a  391-0222

10團
歌のステージと オペラ

あまんじ やく とうりこ姫　　　　　　　 ★
18:30

松戸子 ども劇場・青木
o386-9154

12(=0アルカディアピアノ四重奏団演奏会　　★ 18:00
松戸 ハーモニークリエイション

s  362―0585

13(Eﾖ)岡本孝慈 づ閔也ジョイントリサイタル　★ 14:00
みみミュージック・岡本

a  344-ﾜ554

1頓 シャンソン ・コンセール 1∠1:00
クール ート ーラ ーシャンソン・
南條　　　　　o  389-3958

17休）
松 戸い きい き福祉フ ェ ア～三 好春 樹氏講 演

会
19:00

松戸福祉サービ ス振興会・川田
a  330 3450

18銜
第ﾜ 回ビ ッグ バン ドよ 永遠 に

川口日出Ｅ& ニューセッション オーケストラ ★
19:00 川口音楽事務所 公34ﾜｰﾜ300

木館日…月曜臼(ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館)

会　期 内　　容 問い合わせ先

10/ 4 塗卜　6( 日) 松戸市小中学生観光絵画展 市商工観光課　　　　　　　 公366-ﾜ32ﾜ

10/　8 ㈹～13( 日)

墨莖書道展 墨 意書道会 ・下釜　　　　B368-068ﾜ

かな書道展（芳静会） 芳鰰会・田原　　　　　　　Q363-0016

第20回アイリス展 フォトサークル･ アイリス・福田登38マー0103

10/15W ～20( 日) 第11回萌樹会展 萌樹会・田中　　　　　　　55343-3936

10/19R ～　20(日) ＭＯＡ美術館松戸児童作品展
ＭＯＡ美術館松戸児童作品展実行委員会・
山火　　　　　　　　　　　O330-6641ﾜ

10/22W 卜27 旧） パステル画展 パステル画同好会・ 津倉　　Q362 一岬21

10/24 休卜　27( 日) 青少年健全育成ポスター展覧会 教）こども課　　　　　　　Q366 ―ﾜ∠16∠|

10/29W ～11/3冊 第54回松戸市文化祭 教）社会教育課　　　　　　Q366 ―ﾜ462

開館時間…午前10時～午後6時　休館日…月曜日

期　日 内　　　　容

12/1日 まで

戸 定邸での 調度 内容水戸 藩最後の藩主を 務めた衙|| 昭武力担月治口 年に 建設し た戸

定 邸に伝来し 、使用さ れてい た絵画 、工 芸品 、焼き物など を中心と する調度 品を展

示し ます。 大和絵の洗 練さ れた技法で 描かれた 藤原広長筆 源氏物語 図屏風 、水戸出

身 の代表的な 南画家 である 立原杏所 （きょう し ょ）筆の山 水幽居図 、黒漆地 に三葉

葵 紋力噫羊やかに 金蒔絵され ている葵紋付調 度品などをご覧 いただ きます。

開館 時間 …午 前9 時30 分 ～ 午後5 時( 入 館は4 時30 分ま で 、月曜 日は 休 館)

入館 料 …戸定 邸 ・歴 史館 共 通入 館券 一般240 円(200 円) 、高 ・大学 生160 円(120 円) 、小･ 中学 生

BO 円(60 円) 個 別 入場券 一般150 円(120 円)､ 高 ・大 学生100 円(80 円)､ 小 ・中 学生50 円(40 円亘(　)

内は団 体料 金/20 人 以上 〕

※＋ 曜日 は　 小 ・中岸 牛 の抓 覧は 竺 料で す 。

期間 10/10 休)まで 10/11 銜 ～24休） 10/251㈲～11/7 倒

東
すばるの会洋画展

圖吉田Q384-2091

パステル会10号展
固内藤c342 ―224ﾜ

グループ 敬展

圖吉田S386-6006

西
和 紙ち ぎり 絵展

鬩 竹 内登 只鵈 一莎 回

緑 樹会10 号展

回 湾 縲登388-4000

松戸ポタニカル ・アート植物細密画作品展

固 川端0343-8 ∠↓09

◆テレ ホン案 内サービス

〔当 日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

周歯科診療所等) を案内し ています〕

O366-0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午 前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診 療所　　 ≪368 ―3756

衛生会 館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日 夜間歯科診療所

≪365 ―3430

衛生 会館内　 午後８時～11 時

松戸市の市外局番は047 です

期　　團 内　　　容

10/1 ㈹～31 困 午後1 時

15分･3 時15 分から( 土

・日曜 日 、祝日 は午 前

11 時から も) 上 映

ハイ ビジ ョン 映像｢ 日 本の旅　 小 京都 ③一一山口 ・津和 野 ・松江 ・ 倉吉 ・那

賀川｣ 《上映時 間50 分》　 会 場講 堂　 観覧 無料

11月＝｢日本の旅 小京都④一竹原・三次・尾道・備中高梁 づ宍君山｣《上映時間50分》

※10/13(1日)は 、講演 会開 催のた め午 後IE持15 分 から の上映 は中止し ます。

O/12出～11/24(0) 企画展「はにわの十字飃卜 古代東国の交流と地域性」 胼 細は10月5日号に掲載）

11/3R 企画展関連講 寅会「東国の古墳と埴輪」（詳細は10月5日号に掲載）

10/20(1日)･11/4(甫･17

E])
企画展「はにわの十字路」展示解説会（詳細はiO月烏日号に掲載）

10/12 圉 ・19(土)・20(B)

・11/160 う〔全4 回 〕

午前10 時 ～ 午後3 時

体験 教室 「縄 文 土器を つ くる 」　 内 容成 形 ・文様 付け から 磨 き ・焼成 まで

縄文 土器 の製 作 工程 を 体験　 講 師元あ きる 野 市文 化財 審議 委員 一河野 重義

氏 会場 森の工芸 館 （予定 ） 定 員 拓人（抽選） 費用1,500 円 程度（材料費）
匣10 月４日銜 〔必着 〕 までに 、往復 ハガ 牛に 住所 一民 名 ・電話 番 号を 記入

し て 、〒2ﾜ0-2252 松戸市 子 駄堀6ﾜ1 市立 博物 館 「縄 文土 器をつ くる 」ｲ系

(S384-821ﾜ2 ）へ

シルクロ ード・コレクション公開資料　浮彫仏伝図「苦行」「降魔成道」パキスタン出土

工戸時代旅装束試着体験…毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・∠L時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験係S384-82ﾜ2 へ

木館 日… 月曜 日 （祝 ・休 日の場 合は開 館し 、翌 日休 館） ・第4 金曜 日 ・年 末年 始(12/28 ～1/ ∠1）

朔館時間 … 午前9 時30 分～ 午後5 ㈲ （入館 は午 後4 時30 分 まで）　 常 設展 観覧 料 …一般300 円(240

円）、高 一大学 生150 円（100 円 ）、小 ・中学 生100 円（60 円）〔（　　 ）内は 団体料 金/20 人以 上〕

｜ 毎 週土曜 日は ノ 」し 中学 生の 観覧は 無料 です 。

ガイド ツアー （常設展 示解説）･‥毎 日午前10 時 ・午後2 時 力xら30 分 間 （参力［堵 は観覧 料が必要 です）

学芸員 による展 示スポ ット解説 …毎週 日曜日 午後2 時30 分から20 分 間 （参加 者は観 覧料が必要 です）

忿1婁 頽者誨 用の 嗣=朿場 はあ り ま廿ん ので　21 世紀 の森と 広場 の有 料 鮮盥場を ご利 用＜ ださい 。

期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

10/ 4 鵆 ↓ﾉ丶- す　 ｜｜-　　 ∩亠匹 八　 工
イ:00 松戸市立病院を明るくするボランティ

アの会・針谷　　O03-356 卜2244
Tふj 一一 ノ １ ノ ノ･1　 ヴg;U 二　 尽

10:30 18:30

5圉 カラォヶ発表会 m:00 カラオヶ罔好会・武井H364 ―3531

6(日)吉敷こと三紘演奏会 12:00 文美会・吉敷　　　　 昔36卜4850

8㈲ 健康カラオケコンテスト 汨:00 健康カラォヶ普及会・冨永昔3剖-3623

11 廊
１匚１ １４三 巳囗宀八 し4 八斗4,ハ マ 巳i戸４？八 十へΞ£　　

★ 纐:30
文化宅急便・内山昔O∠17-44'ワー3316Jjl ソ 傴耳 ｜ こ こ ら1' μ ﾌﾟす 人 ‾J‾m 目 りノ ａン ロ白

10:30 18:30

12 圉
松戸スウィングセピア「ビッグバンド・
コンサート」 膕:00

松戸スウィングセピア・中島

登385-7968

14 ㈲
カンボジア古典民族舞踊を通して　　★
知る　カンボジア文化交流会

14:00 ＮＧＯつばきグループ・中島

O03-393' ワー404018:30

19 仕）語りと音楽の会　松戸公演
丸山由利亜演劇行脚　　　　　　　　★

16:30
語りと音楽の会・丸山S391-4785

20(日) 13:30

30 ㈲ 音連祭 15:50
千葉県大学音楽連盟・荻野

容09卜 判2卜8360

休場日…月曜日(ただし祝日の場合は開場し 、翌日休場)

期 日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

10/ 家庭教育学級合同講演会 10 :00 公民館　　　　　　　　　Q368-1214

14 濁
日中友好正常化30 周年記念　　　　★

「大連雑技団」来日チャリティ ー公演
19 :00

中国希望工程　日本後援会

O03-3663-  0663

16 ㈲ 松戸市戦没者追悼式 イ:00 市福祉事務所　　　　　a366 ―ﾜ3∠19

21(月)松戸市福祉大会 陷:30 松戸市社会福祉協議会　S368-0503

25 銜「松戸民踊友の会］発表会 10 二30松戸民踊友の会　　　　S346 ―2255

27臼 第19 回ジャズ体操フェスティバル 帽:30 市保健福祉課　　　　　S366 一冊85

木館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し､ 翌日休館)

21世紀の森と広場パークセンター

日　時 内　　容

観察

会

10/14R 午前10時～11時30 分 昆虫ウオッチンゲ　　 講師自然解説員・佐藤隆士氏

10/190} 午前10時～11B30 分 野草ウオツチンゲ　　 講師自然解説員・川端祥子氏

10/26 ①午前10時～11時30 分 バードウオ ソヽチンゲ　 講師自然解説員・今村裕之氏

圃当ロバータセンターで〔雨天中止〕 定員先着25人　費用無料

展 示 10/29 ㈹～11/4 ㈱ ザ・糸ぐる よ

相談
毎 週 水･ 土 一日 曜 日 と 祝 日の 午 前

10 時 ～ 正 午と 午 後1 時～3 時30 分

みど り の 相談 員 に よる 花 や緑 に 圈 する 相 談 （電 話で

も 受 け 付 け ます ）

休 毓 同…目 圖 口 け- が卜 視 口 の場合 は 開館卜 巫 同休嫻 ） 開 歛時 間 …午 前9 日寺～ 午 後4 時30 册

お気軽にご相談＜ださい 1O月の相談あんない

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃

市政･一般民事
口　 八n!i 「1 午前8時30分～午後5時

市民相談課
市
民

相
談
課

岔366

・
７
３
１
９

※

一
般
民
事
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・

相
続
・
離
婚

等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 ’Ｊ　‘ ’¨　| 午前9時～午後5時

渭 霖 月･火･ 木曜日 午後1 時 ～5 時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1 時 ～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4 月曜日 午後1 時 ～3 時

不動庫相竦 水曜日 午後1 時 ～5 時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅り耻-ﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

凛 働楫躁 第い 第3月曜日 午後1 時 ～5 時 商工観光
課労政係※労働･内職相談は東葛飭支庁商工労政課(B361 -4089)でも行っています。

子 育 て相 談ﾐ 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ－と21

Q367-4646

ＣＭＳ子育て支援セン

ター　Q394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムH308-5880

庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

S366-7347母子婦人相 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

鮗 轡IT晞 熊

鱆 相談(予約瞻
月～金曜日

午前9時～正午･午後

1時30分～4時30分

教育研究所（予約専用）

S366-7600

釐 昌

月～金曜日

午前8時30 分～

午後4時30 分

こ ども課

Q363-7867
l 姦 詐 昌| 午前8時30 分～

牛篠5 晧

こ ども課

Q366-7464

※住宅 課R366  ― 7366 、商工 観光 課Q  366一7327

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 詈

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所手職ｺｰﾅｰ

千葉

地
方
法
務
局
松
戸
支
局

市民

相
談
課
音366

７
３
１
９

7(月) 馬 橋支 所

収 六 実支所

収 小金 支所

2冰） 常盤平支所

2冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

3團 ふ金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(JS363-6278) でも行っています。

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役刮職ｺｰﾅｰ 社
会

福

祉
協

議

会

昔
368
・
０

に．）
ｏ

りｊ

7(月) 馬 橋支所

収 六 実支所

収 小 金支所

2㈹・16團 常盤平支所

2㈹・16冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

3沐)・17團 yJ哇原市民ｾﾝﾀｰ

濔 屏う滾 禪徊談、 25(A) 午後1時～3 時 社会福祉協議会

L 熊 忿 怒j 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活セン ター

S365-6565

じ 記 第2～第5月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

S363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パート労 働悩みご
と相談（予約制）,j 収

午後1時30 分～
4時30 分

女性センター

S364-8778

畆 亠i ・ 亠 畄 月 ～ 金 曜 日( 第

3木曜 日 を除 く)
午前9時～午後5時

高年齢者職業相談室

S368  ―5656

松戸駅市民ギャラリー

文化ホールギャラリー

市民劇場

博物館(21世紀の森と広場内

）

384-

5050

384-81811

扇 ■ｍ

367-7

610

市民会館 韮矼 回

戸定歴史館 362-20

50

･･.'･ ･"･゙ .‘･.･"WW
345

^

8900
、

教)社会教育課S366-7462

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

衛生会館所在…竹ケ花45 の53

,､※相 談 は すべて無 料 で す。閉庁 日 の相 談は あり ま せん 。


